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開 会 午前 ９時００分 

 

開 会 あ い さ つ 

 

○議長（谷口雅人）  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（谷口雅人）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、５番、宮本行雄議員、

６番、田中賢議員を指名します。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長（谷口雅人）  日程第２、一般質問を行います。 

  質問者は、お手元に配付しているとおりです。 

  なお、一般質問は、会議規則第６１条第４項の規定により、一問一答方式によ
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り行い、質問、答弁を合わせて４０分以内とします。 

  それでは、受付順に、これより順次行います。 

  初めに、河村仁志議員の質問を許します。 

  １１番、河村仁志議員。 

○１１番（河村仁志）  皆様、おはようございます。また４年間ひとつよろしく

お願いしたいと思います。 

  議長の許可を得ましたので、通告に従って順次質問いたしたいと思います。申

し訳ありません、マスクを外させていただきます。 

  質問に先立ちまして、一向に衰えの見えない中、役場の職員の皆様をはじめ、

関係者皆様にはご尽力いただき、１回目のワクチン接種率が８０％を超え、また、

高齢者の２回目も６０％後半となり、あとの課題は若年層の接種率向上と聞き及

んでおります。なるべく早くの集団免疫が構築できるよう、また、今後も関係機

関皆様のご尽力をよろしくお願いしたいと思います。 

  さて、今回の質問は、令和２年度で計画が終了した智頭町過疎地域自立促進計

画ですが、今年度今定例会においてですが、令和３年度から新たに５か年で作成

される、智頭町過疎地域持続的発展計画と計画名を改めて計画が行われます。こ

の次期智頭町過疎地域持続発展計画案には、地域の持続的発展の基本方針をもと

に１３項目挙げられ、現状と問題点、対策の記載があります。今後の具体的な取

組を以下３項目において、町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

  若年層を中心に都市部への流出と少子化が進む中、他界される方々と新生児の

皆様の差引きの自然減は、おおむね１年間で１４０名から１５０名ほど、５年間

で７００名余りの減少で、次の国勢調査ではこのままいきますと人口が５，００

０人を割るのではないかと考えられます。 

  人口減少の課題の中、独居世帯、老人世帯が増え、高齢者の在宅サービスなど

の福祉施策の充実も関係してまいります。支援従事者の高齢化も地域課題です。

この件では、前回の町長の答弁では、ぜひ智頭町で働きたい、智頭町内外からの

専門職からもそういうふうに思われるような状況を目指したい、という答弁をい

ただいております。この件では、後ほどまた関連質問させていただきたいと思い

ます。 

  先に移住定住事業では、ゆめが丘住宅整備事業が計画されています。現在５棟

で、既存の棟も出たり入ったりで人の出入りがあるようですが、現在も１棟空き
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の状態です。今後も新築予定をされていますが、ハード面、ライフラインは整備

されました。ただ、冬季や公共交通が通っていないなど、不便さも感じられます。

本当にゆめが丘に集落機能が構築できるのか、不安を感じる中、２つ目の事業と

して過疎地域持続発展特別事業では、定住、リフォーム、ＵＪＩ、定住促進、空

き家活用、若者地域定着、外部人材活用と７事業が事業化されています。 

  定住促進事業でのアフターコロナに向けて、本町に転入し拠点を移したご夫婦

に対し、新生活応援補助金のＩＪＵターンを推進事業も計画されています。様々

な組み合わせでのＳＤＧｓ未来都市計画の全体計画にも記載があります。転出な

どによる人口減少問題など課題がある中、今後の移住定住、地域間交流の促進、

人材育成などの対策はどのように行うのか。また、智頭農林高校の連携を含めて

の人材育成など、どのように取り組まれるのか、町長のお考えをお聞かせ願いた

いと思います。 

  この原稿をつくったのが計画が出る前なので、町長とうまく答弁がかみ合うこ

とを願っております。 

  では、あとは質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  河村議員の質問にお答えします。 

  まず、これまで人口減少対策について同様のご質問にも答弁しておりますが、

人口維持は町の、いわゆるまちの基礎体力を示すうちの１つだと、これは何遍も

言ってきておることであります。人口流出では、特に若者世代の流出に歯止めが

かかる施策が、これが急務となっておるというところであります。 

  先ほど議員が申されましたように、その中のうち、その対策としてＵＪＩター

ンの住宅補助、それから、空き家の家財道具の整理のための補助、住宅リフォー

ムの助成、それから定住促進住宅の建設、こういったハード面に対しての支援、

これまで行ってきておりますし、それに加えまして住宅の家賃助成、それから新

生活応援補助、それから極めつけと言っていいと思いますけども、おせっかい奨

学金制度など、こういったソフト面に対しての支援もずっと実施してきていると

ころであります。 

  議員質問の人材育成、特に智頭農林高校を今後の移住定住、それから地域間交

流の促進、こういったことに関連させまして、人材育成にどういった取組をする

かというようなご質問だというふうに思っています。農林高校の森林科学科、こ
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れは本町の主要産業である林業従事者を育成する場として期待しているところで

ありますし、その他の学科においても地域との連携、それから、交流を通した活

動をされるといったことなど、本町の魅力及び活力の向上に貢献していただいて

おりまして、既に連携を図りながら取り組んでおります。今後も、これまでどお

りの連携をさらに深めながら、魅力化を進めていきたいというふうに考えており

ます。 

  加えまして、現在、県教委が中心となりまして町民、それから学校関係者、県

及び町の関係者による魅力化推進チームで、将来ビジョンの作成を目指しており

ます。先般、９月２日ですか、これに第１回の会議が開催されまして、今年度あ

と４回程度、開催するという計画になっております。そういった中で、具体的な

内容が固まり次第、また皆様方にも報告させていただきたいというふうに思いま

す。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  答弁のほうで今、プロジェクトチームができ上がって、

もんでいくというお話をいただきました。なるべく具体的に、また早めに分かれ

ば教えてやっていただきたいと思いますし、智頭農林高等学校の件は、この後ほ

かの議員さんも質問されますので、私はなるべく控えたいと思います。 

  先ほど、移住のほうのことがありましたけども、私のほうも町民の皆様から、

移住の方への支援策は手厚くて、生まれ育っておるこの智頭の町うちの人には、

何かちょっと冷たい感じがするような話をちょこちょこ聞くんですが、やはり告

知の仕方がうまくできていなくて、伝わってないのかなというところがあります。

移住の方だけに手厚くされているわけではないと思いますけども、智頭の町に住

んでおられる方も、やっぱり住んでよかったと実感できるような告知の仕方をし

ていただけたらというふうに思います。 

  先ほど、人材育成ではお話がありましたが、百人委員会での提案を通しての自

己実現の支援、先ほどお話がありました智頭農林高校との連携事業を通して、高

等学校の魅力向上というふうにもありました。百人委員会でのヒアリングでも余

り、本町に帰ってくるという意思表示を某課長がとられたときに、余りいい返事

が返ってこなかったような記憶を覚えておりますけども、こういった部分でも先

ほどおせっかい奨学金の話がありましたが、学業で町外に出ていかれてもやはり
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帰ってこられて、住んでよかった町の魅力づくりというものは大切なのかなとい

うふうに思います。 

  智頭農林との連携では、これまでの従来どおりきちっとした体制で、町と一緒

に農林を存続して発展させる思いを、校長先生も強い思いを持っておられるよう

ですので、またその連携のほうはよろしくお願いしたいと思います。 

  先ほど、町長からの答弁もありましたが、再三提案しています。可能なら、本

来なら県立からの形態を変更して、先ほどお話がありました森林科学科など専門

性を高めるという話しもございました。そういったところを高めていただいて、

後にもともとサングリーン智頭さんも、どっちかというと日南の感じのやつです

よね。何て言いますか、育てていくところなんですけども。アカデミーの部分が

あると思うんですが、今はそのサングリーンさんとの連携で、なかなか農林さん

とのつながりがないというふうに感じております。そういったところからのびし

ろで、県職員の採用とか、上の大学に進めていくというようなことができるよう

なことも、先ほど言われたチームの中で検討していただけたらと思います。 

  全国では、北海道に１４校の町立の高校があります。全国で北海道に１４の町

立高校、福岡に１校ありますが、北海道の１４の高校では農業系の６校が町立で、

普通科が８校というふうにあります。ここも北海道のほうも今後の人材育成をす

るために、動きやすいために町立にしているのか、人口減少でそうなっているの

か、ちょっともう少し調査しないといけないとは思いますけども、今後の人材育

成や町の発展では、やはり学校との有益性が必要だと思いますが、再度ここでも

ちょっと町長にお考えをお聞きします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど私も答えたんですけども、農林高校自体の在り方と

いうものをやはり再度考えていかなければならないのかなというふうに思います。

特に、林業の町である智頭町、これについて先ほど言われましたように、卒業生

が例えば森林組合に就職する、それからサングリーンに就職する。こういったこ

とが余りできていない現状があるんだろうというふうに思います。将来的なこと

を考えればですね、全体的に日本国中の中で、大学の中で林学科というのがほぼ

なくなってきている状況にあるわけです。 

  そういった中でいけば、これからの子どもたちを林業の中で指導していくと、

現場で指導していく人間は、それなりになりわいとしておられるわけですから、
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できるんだろうと思いますけども、学術的に指導していくという方が少なくなっ

ていっている。そういった中で、この高校の林業科をどうやって維持していくの

か。こういったことも考えていかなきゃならないのかなというふうに思っていま

す。 

  先ほど県との協議、県協議の中でそういったことも含めて、ただ単に林業学校

をつくれば、残せばという話じゃなくて、じゃあ指導者はどうするのと、その指

導者はどうやって育てていくのか。実際、県の職員の方も言っておられましたけ

ども、大学卒業で林業技師が応募してこない。それは絶対的な数が足らないから

だと、そういったことを言っておられました。ですので、構造的なものも含めて、

じゃあどうするのということを智頭町だけが考えるのではなくて、県と一緒にな

って構造的なことを考えていかなきゃなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  境港総合技術高校あたりでも、やはり福祉コースで介護

福祉士の受験要件が満たせて卒業ができるというようなこともありますし、そう

いったことも参考にしていただけたらと思います。人材育成の件はこのぐらいで。 

  移住定住のアンケートの調査ですけども、２０１６年の移住の条件で自然環境

を上回る働く場所がないということが、前回のふるさと回帰支援センターのアン

ケートですが、それには以前は自然環境を上回っても、移住するのに働く場所が

ないというようなことでしたが、アンケートが。現在では、コロナ禍の状況でテ

レワークも進み、全てとは申しませんけどもかなりのウエートでネックとなって

いた仕事の問題も、解決しつつあるように記載されています。 

  今後の施策として、特定地域づくり協同組合との連携も重要になるかと思いま

すが、次の質問にも関係します産業振興ですが、企業誘致は今後智頭に適してい

ないと、私は個人的に考えています。どちらかといえば、住みやすいまちづくり、

暮らしは智頭、職場は町外や県外、もしくはテレワークなど、仕事の選択肢をも

たせる強みを築いて、就労はほかに求めたほうがよいのかなというふうに考えて

います。 

  そのことを前提とした産業の振興策は、今後は人口減少防止策や関係人口に寄

与すると考えています。地場産業の林業など、今後は人材育成や移住されてこら

れる方々がなりわいとして、安心して暮らせる環境が重要だと認識しております。

過疎高齢化による担い手不足は、農林業全般の課題です。林業作業道の整備、造
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林作業の機械化生産から流通加工に至る体制強化と合理化によるコスト削減、自

伐林業の推進による次世代林業従事者の育成が急務と記載されています。 

  林業振興費では、１億５，０００万円の当初予算が措置されています。農業で

も集落営農の推進による作業の効率化、合理化、スマート農業導入は農地ナビな

どを活用されての圃場管理など、特産品開発、自然栽培農法など付加価値型農業

の推進、それにより農業振興費のほうには１億２，０００万円余りの予算措置が

してあります。産業の振興、農林業、地場産業、商業、企業誘致、企業の促進な

どの現状と問題が記載されています。今後、基幹産業の農林業では具体的にどの

ように取り組まれるのか、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  農林業ということであります。まず、農業につきましては、

今年度から遊休農地対策の加速化ということをメインテーマに農業用機械の導入、

それから、遊休農地の再生及び耕作条件の改善に対する支援、こういったことや

農作業の省力化、技術の導入、こういったことに取り組むこととしております。

今後も県、それからＪＡ、農業委員会、こういった関係機関と連携しながら遊休

農地対策を加速するとともに、引き続き農産物の販路開拓、それから販売農家の

育成、自然栽培の普及など、こういったことの支援に取り組んでまいりたいとい

うふうに思っております。 

  また、林業につきましては、智頭材の出荷促進や製材品利用、それから作業道

整備、智頭材の商品開発、こういったことなど智頭材の生産販売、これの体制の

強化に取り組むとともに、本町独自の取組である木の宿場プロジェクトの活動を

支援して、山に関心を持つ人を、この裾野というものですね、これを広げていき

たいというふうに考えております。 

  新たな動きとして、持続的な林業や森づくりを目指し、新しい事業やビジネス

モデルを生み出すことが、こういったことを目的にですね、新規事業創出の支援

など、専門的に行っている企業と町が連携協定を締結して、林業従事者と異分野

の事業開発人材がチームを組んで、従来のこの林業界にはない事業の創出に向け

て、この智頭町をフィールドとして取組を進めていくこととしておりまして、全

国から４２名、１４チームによる検討が始まったところであります。これは成就

するか、成就すればという大きな期待をしているところであります。 

  いずれにしましても、農業・林業ともに、いかにして次の世代につなげていく
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か、これが一番大きな課題であるというふうには思っております。ですので、今

後も人材の確保・育成に推進していきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  今、答弁の中で、また検討がされているということでし

たので、よろしくお願いしたいと思いますが、ちょっと私は個人的にやっぱりサ

ングリーンさんとか森林組合さんとか、関係機関の皆さんとの連携がいまひとつ

うまくいっていないのかなというのをちょっと感じる場面があります。私も所管

が民生ですので、本来ですと常任委員会で聞けばいい話しかも分かりませんけど

も、今後はやはりこの森林組合さんとかサングリーン、関係機関との連携、先ほ

ども説明いただきましたが、もう少し詳しく町長のほうから、こういう連携をさ

せていったらどうだろうかというふうなことがあればお聞かせ願えませんか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  森林組合にしても、それからサングリーンにしても、当然

これは横のつながりなくして林業の発展とか、持続的な効率化ということとか、

こういったことについては語れないんだろうというふうに思います。特にサング

リーンなんかは智頭町の大きな株主ですので、これを後押しし、経営もきちんと

した方策になるよう、そして、従業員がきちんとして育ち、それらの方々がまた

独り立ちして次の作業といいますか、業務に携わる。そういったことがいけば、

林業の将来も明るくなってくるんではないかなというふうに思います。 

  先ほど言いました農林の卒業生、農林の卒業生ばかりではないんですけども、

農林の卒業生をメインにして、特に智頭町の子どもたちが一番望ましいんですけ

ども、そういった子どもたちが将来の林業を担うという意気込みで森林組合、そ

れからサングリーン等に就職して、ここに定着していけばもっと未来が明るくな

るのではないかなというふうに思っています。そういうことについては、森林組

合の組合長なり、サングリーンの社長、こういったこととも定期的な話はしてお

りますし、これからも継続してやっていきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  連携されていくという中で、町長の考えをお聞かせ願い

ました。ここら辺も進めていっていただきたいと思います。 

  農業のほうですけども、自然栽培農法で高付加価値化とありました。７次総合

戦略管理検証シートでは、自然栽培塾そらみずち、うまごやプレーパークのイベ
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ント、令和２年度に１６万円の実績額でした。過疎計に記載のある自然栽培に対

する思いと、かなりかけ離れている感じが否めません。実際、その馬耕されて自

然栽培されるものが市場にどの程度まで出ていって、本当にそれが普及されてい

くのかというところが、ちょっと疑問を感じて否めませんが、町長はその自然栽

培についての考え方、少しお聞かせ願えませんか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  自然栽培、馬耕が自然栽培の全てだという考えは持ってお

りません。たまたまそれが資材の１つだというふうに思っています。ただ、自然

栽培でできた農産物、なかなか見栄えがよくないんです。当然自然栽培ですので、

虫が食ったり、いびつな格好であったり、そういったことですので、よほどマニ

アックな部分でないと市場には出にくい。それをある程度頭に置いて出している

わけですけども、ただ、やはり健康志向の方々に言わせれば、それはそれでいい

んだと。そういったものが体にはいいんだよという、そういう思いを持っており

ますので、何でもかんでもその市場に出て金額が跳ね上がるのがいい、確かに上

がればいいんですけども、それの数字だけが全てではなくて、智頭町ではこうい

う農産物も作っているんだよということが、一番大きな智頭町としての道づくり

になるのではないかというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  自然栽培で作るものって、いびつなものというのは分か

りますし、絶対量が作れないので供給してもなかなか波及しないのかなというと

ころもありますし、ＳＤＧｓが始まる前から鳥取県ではエシカル消費ということ

もうたわれていますので、そういったエシカルという自然のほうにも関係させて

リンクづけてして、この農産物の部分もロードマップをつくっていっていただき、

もう少し何かこう見栄えがいいといいますか、実績として上がっていく。自分た

ちがやられておる、この評価がＣ評価なので本当にやっておられるのかなと、や

ってないとは言いませんが、いまいち謙遜されて評価されておるのか分かりませ

んが、そこら辺どのようにお考えですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言いましたように、数字として上がっていないとい

う部分がありますので、ただ単にそこだけを見れば、そういう意見も出てくるの

かも分かりませんけども、彼らは彼らでそれなりのできる限りのことをやってい
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ると思いますし、実際子どもたちにもそういう自然栽培、自然農法がどういうも

のなのかということを教えている部分もあります。 

  ですので、そういった中で、１つの農業の一環として、何でもこれが農業の全

てだとは言いませんけども、そういうやり方もあるんだよと。それは、智頭町の

幾分かの人たちにも広がってきているのではないかというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  担当課の方にもよろしくお願いしたいと思います。 

  最後の質問になります。集落の整備、共助・共生のふるさとづくりです。平成

９年度からスタートした日本１／０村おこし運動など、前町長が地元力を高める

運動を始めてから２４年、それなりの成果が出ている集落もあるように見受けら

れます。 

  ちょっとここからはアドリブですけども、昨日も議案で出ていましたけども、

那岐小学校の件にしてもそうですけども、以前の山郷、富沢は全部ですけども、

地区振興協議会は皆さんがそれなりの工夫をして利活用、いろいろされていると

いうことで、那岐も那岐だけが突出してされておるわけではないというふうに思

っています。 

  私が手がけましたキクラゲに関しても、かなりの補助をいただいてバックアッ

プしていただいてスタートを切って、今、ある程度の富沢の形もでき上がってき

ているというふうに感じています。ただ、山形の小学校に関しては文化財的な部

分があるので触れないでしょうし、山郷の小学校に関してもコールセンター等々、

いろんなことに取り組まれて、今おむすびころりんとか、地元の婦人部の皆さん

が頑張っておられます。富沢のほうも婦人部の皆さん、福祉部の皆さんが頑張っ

ておられてひなたぼっこをやられたり、新しくできたコミュニティーを活用しな

がら、キクラゲをやりながら地元産物として取り組んで、各地区でやっていって

います。 

  その中で、今回那岐地区の方々は若者が集われて、那岐の小学校を改築してい

って、自分たちが運営していく新たな形づくりを、また、山形・山郷・富沢とは

違う形でやっていかれる。これも１つの村おこしの１／０から発展してきたもの

だと考えています。私は大いに賛成する立場です。 

  そういった中で、先ほども言いましたが、私の地元の富沢もゼロイチ運動から

体制を備えて、地区振興協議会で取り組んでいます。ただ、今年度が最終年度と
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なりますけども、地元富沢のことばかり言って申し訳ないですが、富沢、富沢っ

て。なんせ富沢なもんですけ。キクラゲ事業の継承など、どこでもある課題だと

思います。先ほども言いましたが、他地区でも後継者問題、事業の担い手が様々

な事業に継続するのに影響されると考えられます。智頭小学校区のほうには地区

振興協議会がございませんので、人の地区のことまではよいでしょうけども、そ

ういったことも今後は、町内の皆様もいろんな事業を取り組んでいかれる中で、

在の小学校区だけではなく全般的にどこも担い手が不足しているし、不足してい

くと考えています。 

  最初のほうでも述べましたが、これもちょっと農林に関係するようなことです

が、共助・共生の部分でも支え合う人材、看護・介護の人材育成はやはり前回述

べたように、例えば農林のふるさと創造科の地域福祉コースのほうを、もう少し

強化されて看護・介護への就労の受皿ができる場所、こういったことができてい

けば支援者の、冒頭申し上げたように高齢化の問題の解決策の１つになるのでは

ないかと考えています。 

  いつの会でしたが、今後１０年間は大規模なハード事業は行わないと、以前答

弁をいただきました。私はこのハード事業の１０年間で大きな事業が行われない

のであれば、人材育成を強化したほうがいいのではないかというふうに考えてい

ます。それで、集落の整備、共助・共生のふるさとづくりの対策では、外部人材

を活用できる体制づくり、集落・地区の自主自立、経済的な発展を促すとありま

すが、具体的に今後どのようにされるのか、町長にお聞きしたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  本町の過疎地域持続発展計画の項目１０、この中で持続性

を高める集落の整備を目指すための現況と問題点、これの対策ということであり

ます。これまで集落単位からスタートした日本１／０村おこし運動、これが地区

へと拡大しまして、それぞれの地区で協議会を設置して、いろんな発展的な形が

あるんだと思いますけども、幾つかの地区が法人化をすると、これからする予定

のところもあるんだろうと思います。 

  そういった中で、いろんな地区ごとの色を出してもらって稼ぐ体制、こういっ

たものを考えていっていただいております。これに加えて、先ほど言われました

森のミニデイ、こういったものも持続的にされていますし、支え愛マップ事業を

全地区がしているようなところもあります。そういった中で、地域のための発展
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というものを考えてきておられるんではないかというふうに思います。 

  その中で、具体的なこれからの取組ということですけども、住民自治というも

のの取組を発展させるに当たりまして、これまでのパターンから少し変わった外

部人材を積極的に活用して、新たな視点による活動や知見やノウハウ、こういっ

たものを取り入れる。そういったことで、持続可能な集落あるいは地区となるよ

うに、そういうふうに考えているところであります。 

  このために、今年度は地方創生推進交付金を活用しまして、多世代のつながり

が新たな世代融合を生み出す循環型まちづくり推進事業、これをスタートしまし

た。これは、これまで築き上げてきた住民自治の活動が、人口減少下の中でも持

続的な活動となるべく、世代交代だけでなくて世代を超えた取組として世代融合、

こういったことを目指すものでありまして、つながりを生み出すための外部人材

の活用や、電子地域通貨の導入によりまして地域の自主自立に向けた取組を推進

していくものであります。この中で外部人材活用のための事業は、地区振興協議

会にも活用していただけるというふうになっていますので、ぜひとも、それぞれ

の地区振興協議会が活用されていただければというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  私が暮らしています富沢地区振興協議会に、鳥取県版ハ

ローワークのほうを紹介してもらって、今、外部人材の方との連携をやろうとい

うふうに試みております。先ほど少し町長が触れられましたが、地区振興協議会

は任意団体ですので、これから一般社団法人化、法人格をとられていって皆さん

が各地区でやっていかれる。人格がないと例えば融資をしていただくにせよ、何

かをするにしても信用問題とか、体力の問題で不足の部分が出てきますので、富

沢のほうもいち早く一般社団法人富沢を立ち上げて、今回のコロナでちょっとキ

クラゲのほうも影響がありましたが、手当をしてもらったりとかというようなこ

とも実際に起きていますし、やはりそういった有意性を生かしながら組織は回し

ていくべきだと、私は思っています。 

  私が住む集落でもそうです。簡易水道の維持、集落行事の維持などたくさんの

不安が残っております。これから先も、移住も大切な事柄だと重々承知しており

ます。でも、やはりずっと暮らしていける皆さんが、智頭町民の皆さんが智頭で

暮らしてよかったと思える、子育てができてよかったと感じられる、共助・共生

につながらないと、やはりこれから今の世知辛い世の中で、自分たちが暮らすの



－１４－ 

が精いっぱいで、なかなか皆さんに手を差し伸べることが難しくなってきている

というのも、多分町長も肌で感じておられると思います。 

  本当に先ほども申しましたが、大規模な事業が１０年間本当に行われないので

あれば、私はやはりこの１０年間の間に、１０年にこだわらなくてもいいんです

けど、人材育成、いろんな多方面において林業・農業はもとより、商工もそうで

しょうし、今、智頭にある会社、弱電の会社も２社ほどありますが、これもやは

り後継者問題とか出てくると思います。 

  そういった意味で、これからやはり人材育成を重点的にやっていただきたいと

いうふうに、私は思います。人口が少なくなっていって悲観するばかりでなくて、

コンパクトになったらコンパクトになっただけの、そういう考え方でふるさとづ

くりをやっていけばいいと思いますし、そういったこともこれからはやっていく

べきだと思っています。やはり人を育てるというのは、非常に難しいことなので

年数もかかりますし、こういったところを今後、町長どのように人材育成とか担

い手をしていくのかということをお聞かせいただいて、質問を終わりたいと思い

ます。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  人材育成ということです。あれもこれもということで、ち

ょっと難しいことになるんですけども、１つ代表的な例としてお話しさせていた

だきたいというふうに思います。おせっかい奨学金を受けている奨学生、今、コ

ロナの時代ですので、遠くにおる子どもたちを智頭に帰ってきてということはで

きなかったんですけども、近くにいる大学生に智頭町の業務を経験させる。それ

から、例えば智頭町の職員の試験に対してちょっと経験させる。こういったこと

を今回させてみました。１名だけだったんですけども。 

  そういう機会を与えて、智頭町の仕事はこんなことがあるんだよとか、智頭町

はこんな思いを持ってまちづくりをしているんだよと。外におってはなかなか難

しいんだと思いますけど、奨学生ですから、基本的にはこの奨学金を受けている

前提は何なのかということをある程度理解している子どもたちですので、なぜこ

ういうことをするのかというのは全然分かるんだと思います。 

  そういった中で、今は２０数名、その対象者がいるんですけども、そのうちの

何人かはそういった経験をして、そして智頭町に帰ってくる気になれば、これま

でと比べて変わってくるんではないか。これが人材育成になるかどうか分かりま
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せん。ただ、そういった機会を与えていくということは、大事なことなんではな

いかなというふうに思います。 

  先ほど人口のことを言われました。５年間で７００人減っています。大体自然

減が１００人ぐらいで５年間で５００人、そして社会減が４０人で２００人とい

うような感じではないかなとしています。４０人ということは、新たな子どもた

ちが全部出ていってしまう数字なんですね、単純計算ですけど。実際そうではな

いんですけども、そのぐらいの数字なんです。ですので、この４０人がいかに３

５人になるか、３０人になるか、ということで将来の町は変わってくるんではな

いかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  河村議員、最後です。 

○１１番（河村仁志）  はい、ありがとうございました。引き続き、事業のほう

よろしくお願いします。私の質問を終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、河村仁志議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で午前９時４５分とします。 

休 憩 午前 ９時４１分 

再 開 午前 ９時４６分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、安道泰治議員の質問を許します。 

  ９番、安道泰治議員。 

○９番（安道泰治）  おはようございます。それでは、議長の許可をいただきま

したので、あらかじめ通告済みの件に関して質問をいたします。 

  最初に、私は４年前の選挙において無投票で議員になり、４年間自分なりに一

生懸命に議員活動をやってまいりました。そして、今年の７月には選挙が行われ、

住民の負託を受け、議場のこの場に今、立っております。私は今回の選挙におい

て、子どもと高齢者に優しいまちづくりを目指しますというテーマを設け、ほか

４つの最重要目標ということで災害に強いまちづくり、地域の活性化、農業・林

業の振興、共助交通の推進ということを４年間特に頑張っていくと、公約に挙げ

ております。そのためには、執行権のある町長や、町民のためを思い一生懸命に

事業や予算取りを考えている職員の心を動かすような、いろんな視点から見て考

えた一般質問を行うことで、自分の掲げている公約、それに近づけていける答弁
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を引き出すよう心がけ、議員の職責である行財政の運営、批判と監視が達成でき

るよう努力してやっていきたいというふうに思っております。 

  それでは、１つ目の質問ですが、高齢者に優しいまちづくりという観点から、

介護保険で給付の対象となる、住宅改修に対する給付と特定福祉用具の購入に対

する給付について質問を行います。 

  本町では、要支援・要介護の利用者の方々を、可能な限り自宅で自立した日常

生活を送ることができるよう指導していくと、第７次総合計画の中にも記されて

おります。その中で、住宅改修に対する給付は、介護保険の認定を受けている方

は手すりの取付けや段差の解消など、２０万円を上限として１割の自己負担で工

事ができる。また、特定福祉用具の購入に対する給付は、年間１０万円を上限と

して１割負担で購入できるとあります。 

  本町では現在、利用者が全額を支払い、後で役場から利用者に９割が返還され

る方式、償還方式という形ですが、市区町村により給付券方式、受領委任方式と

いう最初から１割だけを利用者が支払うという形をとっている市区町村もござい

ます。利用者の利便性、金銭的負担等を考えると、本町も取扱い業者を登録制に

して方式を変えていくべきだと、私は考えますが、ここで町長の所見をお伺いし

たいと思います。 

  なお、以下の質問は、質問席で行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  安道議員の質問にお答えします。 

  高齢等で介護や支援が必要な状況となっても、住み慣れた自宅で安全に、また、

可能な範囲で自立した生活ができるよう、手すり等の自宅改修が介護保険サービ

スで受けることができるようになっております。住宅改修は、原則費用を支払っ

た後に給付分が支給される、いわゆる償還方式が一般的となっておりまして、町

ではこのことのみとしておりました。 

  しかしながら、利用者にとって一時的な費用負担が困難な場合も想定されるこ

とから、取扱い業者を登録して受領委任払いができる、こういった体制が必要で

はないかと検討していた最中でありました。こういったことを踏まえましてです

ね、所々の準備がございますので、年明けのできるだけ早い時期に償還払いだけ

でなく、受領委任払いも取扱いできるように業者登録を行いたいというふうに思

っています。 
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○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  本町では現在していないということでしたので、私は質問

させていただいているわけで、ちゃんとそれが進んでいるということであれば、

と思います。しかしながら、業者登録はしていく方向であるということで、町長

よろしかったですか。再度確認させてください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  業者登録を行いたい。そういうふうに考えています。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  それでは、早急に始めていただけるということですので、

よろしくお願いしたい思いますし、もう一つのほう、介護用品のほうの分ですけ

ども、令和３年１月の高齢化率でありますが、全国平均が２８．４％に比べ、本

町は４２．４９％で非常に高い割合であります。独居世帯の推移を見ると、先ほ

どの同僚議員も言っておりましたが、だんだん上がっていっておりまして、平成

２７年には３６１軒であったものが、令和２年には４５３軒となり、今後も増加

傾向にあると予測されます。 

  年金で暮らす方にとって、一括で支払う償還払いをやめて受領委任払い方式に

変えてはどうかと、こっちのほうも一緒に考えていただきたいというふうに思い

ます。既に鳥取市、八頭町、津山市、美作市、鏡野町など近隣でも、これは取り

入れている市町村も多いということです。中には、先ほど町長言われたように、

２０万円一遍に払うというような住宅改修のほうは金額が高いということで、そ

こだけをしていて、費用の面から考えてほかの用品に関してはやっていないとい

う、相変わらず償還払い方式にそこはしているんだよという町村もございました。 

  やはり、この用品に関しましても利用者の負担や利便性を考えると、私は変更

するべきだと思いますし、ある業者さんにこういう質問をするので、ちょっと聞

きに行ったんです。そしたら、たまたま盆前に簡易トイレが欲しいということで

来られておった利用者の方もいらっしゃったということで、しかしながら、今の

簡易のトイレは見させてもらったら、あったかいやつとか、臭いが出んようにし

てあるやつとか、いろんなものがございました。そして、その中で本当に７万円

ぐらいと高額なので、どれが欲しいなと思われた利用者の方は、盆前にちょっと

この金額は年金だけなのできついなということがあったようです。これは、１割

の７，０００円であれば、持って帰って使っていけるというふうに感じた面もあ
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りますので、ぜひともこの介護用品のほうも一緒にしていただけないかなと思い

ますけど、この具体的な例を聞かれまして、町長の所見を私、聞きたいと思いま

す。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  安道議員が言われたからということでなくてですね、今、

答えたこととセットになった考え方ということで、福祉用具の購入についても委

任払いができるようにという考えでおります。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  早く考えていくということで、両方も考えているんだよ、

セットで考えているんだよという答弁をいただきましたので、ぜひとも早くして

いただきたいなとお願いしておきたいと思います。 

  それでは、私の次の質問に入ります。私の次の質問は、本町では東宇塚におい

て令和２年から４年にかけて３年間、センチピートグラスの植栽が始まっており、

作付面積９ヘクタールの中、畦畔面積約２ヘクタールに植え付けるという事業が

行われております。年６回から７回の草刈りが１回程度でよくなるという、農作

業の負担軽減につながる重要な事業だと考えておりますが、今後これを町内にど

のように普及していくのか。東宇塚だけで終わらずに、新田とか岩神とか鳥取県

版を採用しているところはありますけども、このセンチピートグラスをどのよう

に普及させていくのかということをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員が言われますように、農地ののり面の草刈り作業、こ

れは農家の大きな負担でありまして、その対策としてこのセンチピートグラスを

使うということが、１つの方法であろうというふうに思っています。この夏の暑

い時期に、繁茂する雑草を草刈り機で何度も何度も刈り取る作業が、これが不要

となる。不要ということでなくて少なくなるということは、やはり大きな負担を

軽減させることになるんだろうというふうに思います。 

  言われましたように、これまで町内の導入に向けた実証実験をしてまいりまし

た。その中で、この有効性というものを確認しまして、モデル事業を活用して岩

神と新田、この２集落で取り組んできていたところでございます。今年度から来

年度にかけて、新たに集落営農体制強化支援事業、これを活用しまして東宇塚の

取組を支援している、こういう現状があります。 
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  これまで、集落座談会等でこれのセンチピートグラスの有効性をずっと紹介す

るとともに、町内での実証実験を踏まえた研修会を開催してきました。今後もそ

ういった機会を捉えて、農家や集落への周知に努めていきたいと、これが本当に

有用なんだよということをやっていきたいというふうに思います。 

  ただ、このコロナ禍のことですので、なかなか座談会がちょっと停滞しており

ますので、これができるようになりましたら、また周知というものを進めていき

たいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  東宇塚の支援策事業として始めているということでありま

すし、これから周知に努めていきたいという答弁をいただきました。また、この

中で実質、中に入るとセンチピートの事業というのは、前作業というのが非常に

日数も多くかかりますし、人手もかかりますし、やはりこれは集落全部がかかっ

ていくとかいうふうにしなければいけないなと思う面もありますし、また、費用

の面がこれは多くて、ざっと東宇塚で６８０万円のうち、８００万円の事業と聞

いておりますけども６８０万円の実質は事業でありまして、これのうちの約４０

０万円というものは地元が負担しております。 

  やはり、これで周知に努めていっても手を挙げてくれるところがあるのだろう

か、どうなんだろうと思うところもございます。確かに２０年から２５年、本当

に１回の草刈りで済むという非常に有効な、負担軽減には有効なことだと思うと

ころでありますけれども、この金額についてもうちょっと県なり、また広めてい

くにはですよ、町なりが補助制度を何とかもうちょっとでもならんかなと、私は

思いながら数字を見させていただいておるところですけども、その辺のあたりを

町長お聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  補助金ということであります。これは一応基本的には県の

補助事業ということで５分の３を見て、これの５分の２を地元のほうが見るとい

うのが基本的な考え方であります。先ほど言われましたように、ざっともつのが

２０年として、４００万円の負担だと。年間２０万円。これを安いと見るのか高

いと見るのか、いろいろ考え方はあるんだろうと思います。今のところでは、町

の基本方針としては直接支払制度、それから多面的機能の交付金、こういったメ

ニューを活用してもらって、それを地元の財源として充ててもらえればなという
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ふうに考えております。 

  先ほど議員も言われました。個々でするものではなくて、集落営農として大き

な固まりの中でするべきなんだと。そうやっていかないと労働力もなかなか固ま

らないということがあります。ですので、１つの大きな集落として、そういった

ほかの事業の中で地元のほうに、これをこういった地元の発展のために使いなさ

いよという制度がありますので、そういった金をそこに充ててもらえればいいの

かなと私は思っています。 

  そういった中でもとても足りないよ、それじゃあ集落やっていけないよという

ことになれば、また考えさせてもらうこともあるかも分かりませんけども、今、

今、そういった金が集落に落ちていることも現実にありますので、できるだけそ

ういったことを利活用していただく、そういうふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  町の基本としては、町長、中山間直接支払いの表れている

部分を使ってということでございましたが、私もそこは存じておりますけれども、

それをもらってから個人世帯に配っていくんじゃなしに、それも留保しておいて、

そういうのも使ってやっていただきたいなという町長の答弁だったかなと思いま

すけれども。 

  やはり、先ほど言われたように、それでもできんところはためて実行しようと

するところに、それでも足らんのだよということがあるということでしたら考え

るということなので、そういうことも座談会の中で言われたほうが、手挙げが多

くなるのかなというふうに私は思います。 

  関連してではありますけれども、私この間、鳥取県の農業試験場に担当課であ

る山村再生課にアポをとってもらいまして、個人的に研修に行けれないかとお願

いして行ってまいりました。そしたら、そこで、センチピートグラスと混ぜてま

いたらいいかなと思って、始めようかなと思っておったような冬芝というハード

フェスクという品種について聞いてまいりました。 

  費用はセンチピートグラスの５分の１くらい安く、前処理なども簡単であり、

本町でも試験的に導入してはどうなのかなと思いながら、まだ鳥取県のほうも具

体的にといいますか、広くやった例がないみたいでして、ただこれは鹿に食われ

た跡があるとか、そういうことで４年か５年しかもたんのかなというようなこと

もありましたし、また、補植していけば８年からもつんじゃないかなというよう
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なこともございました。 

  これを試験的に、町内に植えていくというようなことも考えてはどうかなと思

いますし、また、東宇塚の例でも言わせていただければ、農道がありますよね。

農道ののり面というのは、補助の対象外になっているようでありまして、そうい

うところにこの冬芝というものを植えていけばどうなのかなと思っておりますけ

れども、そういう芝があるので、町長どうでしょうねえ、こういうのを試験的に

入れてみるとか、そういうことを智頭町で考えてはどうかなと思いますけども、

ちょっと町長の所見をお伺いしたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言われました冬芝、これについては目的は、結局は

同じ目的でのり面管理の省力化ということで、鳥取県の試験場が平成２４年度か

ら何か研究を行っておって、県内で試験的に導入されたということを聞いており

ます。若桜、八頭とかでどうもやっているようですけども、結果的にそれをずっ

と継続して利用されているかといったらそうじゃないですね。 

  やはり先ほど言われましたように、簡単にはできるけど、もたんというのがど

うもあるようです。補植すると言われましたけど、その分だけまた手がかかるわ

けですよね。そういった面でいけば、安いとは言いながら費用をかけるのがいい

のかどうか、この辺のことも考えてやっていかないと駄目なのかなというふうに

思います。 

  そういったことも踏まえて、一般的な導入にはちょっとまだ賛成はしかねるか

なというふうに思います。それでいけば、確かに道路、水路ののりについては、

いわゆる国有地ののりについては対象外であるという、個人の田んぼの畦畔しか

それは駄目なんだよというのがあるのかもしれませんけども、それを導入したと

して、地元がそれを手をかけてするのかどうかということも、ちょっと疑問なと

ころがありますし、今、今、町のほうから積極的にあれをしたら、これをしたら

という、この冬芝を推奨するという段階ではないのかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  この冬芝、本当に簡単でしてというか、１０月に稲刈りが

始めに済んだ後、草を枯らすやつをまいて、１０月の終わりにはもう種まきがで

きると。これ、手でまけるというような種でございますので。八頭町と若桜町の

例も私も聞いてまいりました。先ほど言ったように、４年ぐらいで鹿のふんとか
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が落ちているので、そこら辺は柵がないので食われたのかな、それかも分かりま

せんけどもということで、そこから先の試験的に県も１つずつ踏み入って調べて

いるわけでもなく、聞いてみましたら。 

  ですから、智頭町においては柵がしてあって、鹿が入ってこない状態がしてあ

りますので、こういうところで植えていって、あとの処理は鷹狩りをして抑草剤

とかいうものを使っていけば、その後に種だけまいたら伸びるというふうに、私

は聞いてきましたので、やはりそういうことになれば、本当に何十人もの人手を

かけてセンチピートをする、これは前に進めていく事業ではありますけれども、

やはりそういうことも必要じゃないかなと。 

  農道の路面に関してちょっと試験的にやってみてとかいうのも、ご検討いただ

けたら一生懸命探してきますけえ、やってもらえる集落を。何とか考えていただ

けないかどうか、もう一度お聞きしたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際、私も見たもんでないので分かりませんけども、稲刈

りが終わった後、播種すればひと月ほどで草が生えるとか。安道議員、自らちょ

っとしてみて私に見せてください。それからまた判断させてもらいます。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  はいと言って返事をしていいのかどうか分かりませんけど

も、私は自分でいいのかなと思っておりますので、いいかどうか宇塚でというこ

とですので、なるべく導入できるような方法をまた所管のほうに、担当課のほう

にお話をさせていただき、進めていける方向でやっていこうと思いますので、１

年でこれは生え具合とか分かるもんだと思いますので、近いうちにはやっていこ

うと思いますので、ぜひそのときには見に来ていただいて、ご検討をいただける

ということで再度よろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  はい。その理解で結構です。 

○議長（谷口雅人）  安道議員。 

○９番（安道泰治）  それでは、そういうことで私の質問はこれで終わりにさせ

ていただきます。 

○議長（谷口雅人）  以上で、安道泰治議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 
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  再開は、議場の時計で午前１０時２５分とします。 

休 憩 午前１０時１２分 

再 開 午前１０時２５分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、大河原昭洋議員の質問を許します。 

  １０番、大河原昭洋議員。 

○１０番（大河原昭洋）  通告に従いまして質問をさせていただきます。まず、

先立ちまして私ごとではありますが、７月１８日に執行されました智頭町議会議

員一般選挙の結果、３度目の当選をさせていただきました。多くの町民の皆様か

ら負託をいただいた議員として、その責任の大きさを常に自覚しながら、現在智

頭町に山積する課題に対して、日々真剣に一生懸命取り組んでまいる所存ですの

で、どうぞよろしくお願いをいたします。 

  今回の一般質問では、町民の命、健康、生活に直接関わる部分と、安全で安心

な暮らしを守るという観点から、大きく分けて２つの質問をさせていただきます。

それでは、最初の質問に移ります。 

  新型コロナウイルス感染者が２０２０年１月に国内で初めて確認されてから、

既に１年８か月が経過しております。しかし、終息するどころかウイルスは変異

を繰り返し、現在では従来型よりも感染力の強いと言われているデルタ株が猛威

を振るい、全国的に急激な感染拡大が続いております。本町でもウイルスから町

民を守る最善策としてワクチン接種が積極的に進められていますが、感染予防と

経済対策のさらなる強化策の必要性も併せて感じております。 

  そこで、１つ目の質問ですが、これまで行われているワクチン接種以外にも感

染予防の強化策も必要と思いますが、町長はどのように考えているのか、所見を

伺います。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  大河原議員の質問にお答えします。 

  感染力が強力なデルタ株を中心とする新型コロナウイルスの第５波が全国で急

拡大しており、現在緊急事態宣言が２１都道府県に、蔓延防止等重点措置が１２

県に、それぞれ発令される非常事態となっております。県内でも７月中旬から感

染者が急増しておりまして、９月１日現在、県内の感染者は１，１５７人となっ
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ております。７月１４日から９月１日までの５０日間の新規感染者が９６１人で、

これまでの３倍近くと急増しています。その間、クラスターも十数件発生し、ク

ラスターによる２次感染も複数確認されていることなどから、一時鳥取県版新型

コロナ警報の特別警報が県内全域に発令されていましたが、現在は普通の警報と

いうことで全域に発令されている状況であります。また、デルタの感染厳重警戒

情報の厳重警戒区域及び感染増大警戒情報の厳重警戒レベルも同様に発令されて

いる現状であります。 

  強化策ということでありますけども、感染予防についてこれまで本町では防災

行政無線、告知端末、ホームページ、広報などでお願いをしているところでござ

います。県内感染者の感染経路は県外との往来による、このことがほぼでござい

まして、最近の特徴としまして、１０代以下の子どもの割合が増加していること

などから、これまで以上にマスクの着用、手洗い、換気など、家庭内における感

染対策の徹底、それから、職場における感染対策の徹底、特に、県境を越えた移

動の自粛、こういったことに関する周知徹底を丁寧に実施していきたいというふ

うに考えております。 

  基本的に徹底といってもなかなか難しい面があると思いますけども、県がいい、

町がいいとか言ったこともあるんですけど、基本的な考え方とすれば、やはり

個々の自覚といいますか、これが一番大切ではないかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  町長の答弁の内容を確認をさせていただきますと、感

染対策に有効といいますか、そういうことをしっかりやるためには今、進められ

ているワクチン接種、それからマスク、三密回避、手洗い等々が必要だよと。そ

れから、県境を越える移動を自粛ということがしっかり必要なんだよと。そうい

うことで内容の趣旨だったと思います。 

  当然、そういうことは十分理解できますし、今、デルタ株というのはこれまで

のウイルスとは全く次元の違うものであるということは、町長も認識されている

とおりでありまして、いろんなウイルスがあるわけですけども、これは日に日に

進化をしているという状況です。ここで押さえておきたいのは、先ほども町長が

答弁されたとおり、私たちが感染しない方法というのはみんなが知っているんで

す。先ほど言われたとおりでありまして、あとはそれをどれだけみんなが行える

かということだろうと思っております。 
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  正直言いまして、これまでの感染対策を、何かをものすごい変えるという必要

性はないと思っております。これまでの感染状況を見ておりますと、いうなれば

変えなければならないということとしたら、一人一人の感染に対する心構えでは

ないかなというふうに思いますが、このことに関してもう一度、町長答弁をお願

いできますか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言いましたように、やはりはたがこうだああだと言

う。当然先ほど議員が言われたように、感染予防の方策はこれまで言ってきてい

ますので、個々の方々は十分理解していただいていると思います。ですので、そ

の思いをまあええわいとか、このくらいしたら十分だわいやと、やはりその辺の

ところの妥協が出てくると、それでなくても感染力がそんなに高くなくても感染

する可能性が多々あるのに、今回のといいますか、デルタ株をはじめとした変異

株については１０人いれば１０人が感染すると、従来のものは１０人いれば３人

ぐらいが感染したんじゃないかと、そういったものがほぼ感染する確率のほうが

高いわけです。実際そうなってきていますし、それがもとでクラスターが発生し

ている、こういった現状があるわけです。 

  ですので、どうしてもそこを他山の石ということでなくて、自分のことなんだ

と。自分個人のことなんだ、それも含めて家族のことなんだ、友達のことなんだ、

そこをどれだけ皆さんが理解していただくか、ここにかかってくるのではないか

なというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  確かにおっしゃるとおり、自分のこと、家族のことだ

ということで、しっかりと自分事で捉えて活動するという、日々の行動をすると

いうことだろうと思います。 

  今回のコロナウイルス、あえて私はここでは我々の敵だというふうな表現をさ

せていただきますけども、その敵から身を守るというのは自分自身であると私も

思っております。先ほど申しましたように、一人一人が感染対策をきっちり行う

ということ、これも基本中の基本ですので、これを徹底する。 

  先ほど言われましたように、県境をまたぐ移動、いわゆる不要不急の外出をし

ない。それから、ワクチン接種を迷っている人ですね、こういう人に今、進めら

れておりますけども、学生であったりとか若い人たちにもワクチン接種を受けて
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もらう。それに尽きるというふうに思っております。 

  このことを前に進める方法としていい方法がありまして、ちょっと提案させて

いただきたいと思いますけども、やはり智頭町のトップでもある町長自らが、今

まで２回ほどされたかな、町民に対するメッセージというものを出すことが、と

ても有効な手段だと思っております。定期的に防災無線であったりとか、告知端

末であったりとか、あらゆる媒体を活用して、町長自らが定期的に発信されては

どうかなというふうに思いますけども、この提案についていかがですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  私が放送をすれば接種率が上がるというなら、進んでそれ

はしたいと思いますけども、過去したときに「あ、智頭町出たんだな」と言われ

る方があったわけです。ですから、変な憶測を呼ぶ可能性もなきにしもあらずと

いう思いがあります。 

  ですので、どちらがいいか、悪いかということでなくて、私が放送するたびに、

ぽんぽん数字が上がってくれば、それはそれでいいことなんで、また今１０代、

２０代、３０代、これは約６０％ちょっとです。私が放送してこれが７０％ぐら

いになるならば、どんどん二遍も三遍も放送していきたいとは思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  町長が今までされた中で逆効果というか、誤解を生じ

てしまったとかというようなこともあったということであります。確かにそうい

うようなこともありましたので、やはりこれを定期的にされる。そのときにされ

るのではなしに、定期的にされる。そういうことが効果があるんじゃないかなと

いうふうに思っております。 

  国のほうでは、トップの発信力が弱いとかというふうなこともちょっと言われ、

やゆされている部分というのはありますので、私は町長自らが自分の声で町民に

伝える、強く訴えるということは非常に効果があるというふうに思っております

ので、このことを前向きに検討していただくことを要請して、関連して次の質問

に移らせていただきます。 

  夏休みが明けまして２学期が始まっております。従来株では新型コロナウイル

スに子どもは感染しにくいというふうに言われておりましたが、デルタ株が広が

る中では明らかに子どもへの感染者数が増加しております。これまでは親が感染

して家庭内に持ち込み、子どもが感染するということが典型的だったわけですけ
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ども、今では子どもから家族全員に感染が広がるケースも報告されるようになっ

ております。 

  そこで質問ですが、教育現場での感染拡大が懸念される中、本町のワクチン接

種対象外である１２歳未満の感染対策、特に保育園、小学校、児童クラブなどで

のクラスター対策をどのように考えているのか、教育長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  大河原議員のワクチン接種の対象外となっている１２歳

未満の子どもたちの感染対策について、お答えをいたします。 

  全国的にワクチン接種が進む中、ワクチン接種の対象外である１２歳未満の感

染が、新型コロナウイルスの変異株により増加傾向にあります。また、クラスタ

ーも多数発生しております。県内でも新型コロナウイルスの感染が急拡大する中、

小中学校では言われるとおり２学期が既に始まり、児童生徒の感染対策について

一層の強化を努めているところであります。 

  まず、受入れ側である保育士、教職員等の感染対策ですけども、去る６月議会

の委員からの提案もございました。いち早くワクチン接種にこういう関係職員が

取り組むべきだという議員の提案もございました。本町では、県下でもいち早く

保育園、小中学校、放課後児童クラブ、子育て支援センター等子どもたちに関わ

る施設に勤務する職員に対し、ワクチンの優先接種に取り組み、先月末で２回目

接種がほぼ完了したところであります。ちなみに、県下では今週に入って第１回

目が始まったというところで、そこら辺の取組のタイミングは適切であったなと

思っております。 

  また、保育園、小学校、中学校並びに放課後児童クラブでは、発熱等の風邪症

状がある児童生徒の登園、また登校自粛は言うまでもなく、マスクの着用、手洗

い、手指消毒、検温など、基本的な感染対策の徹底に加え、各部屋に昨年度から

設置しております空気清浄機やエアコンを運転しながら、小まめな換気に努めて

いるところであります。 

  一方保育園では、従来では未満児の登園、降園は保育室で渡すスタイルにして

おりましたけども、現在では玄関渡しということで、保護者の皆様には園舎内に

極力入っていただくのを控えていただく、こういうことでお願いしております。

その反面、保育士は保育室と玄関との往復が負担になってくるわけですけども、

そこら辺のところはリスクの回避ということで対応しているところであります。 
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  在園、在学中の園児や児童の検温によりまして、平熱よりも高い症状や体調不

良等がありましたら、従来よりもいち早く保護者に早く連絡して迎えを要請する

こととしております。そのほか、保育園では従来は手拭きは自分のハンカチで使

用していましたけども、現在はペーパータオルのみで拭き上げ、また、虫歯も心

配なんですけども、本町あまり状況がよろしくないわけですが、密を避けるため

に食後の歯磨きが現在中止をしております。リスク回避ということで、保護者の

皆様にはご家庭のほうでしっかりと歯磨きをしていただくということでお願いを

しているところであります。 

  また、感染リスクが高いとされるおやつの時間、給食の時間、こういうときに

は子ども同士の間にアクリル板を設置して、全員が一方向に向いて会話はしない

などのルールを設けて、飛沫による感染リスクを極力低減するように努めており

ます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  丁寧な答弁をしていただきました。様々なことを考え

ながら感染対策をしていただいているというふうに感じました。少しちょっと小

学校を例に出して質問させていただきたいと思うんですけども、これまで教員は

子どもたちと触れ合う時間は大切だよ、それから、学びの機会は保証しますよと

いうことを言われております。 

  しかし、今回のコロナ対策によって小学校の教員だけではありませんけども、

もちろん保育園とか児童クラブであったりとか、子育て支援センターもそうなん

ですけども、そういった現場の先生に対する負担が本当に増えるばかりだという

ように感じております。教員であったり、そういう保育士であったり、そういっ

た関係職員の皆さん方の負担軽減策ということも、今後考えていかないといけな

いんじゃないかなというふうに感じておりますけども、このあたりについて教育

長いかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  先ほども申しましたように、保育園の保育士の負担も増

えている。また、学校においても小学校、中学校ともに日常の施設のアルコール

消毒、こういう部分も増えているわけであります。これは、致し方ないなという

ことで教職員も理解をしていただいておりますけども、その上でまた生徒指導上
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の課題がございます。ふだんは、なかなか特に小学校等は遊ぶ、運動する、そう

いうことも大事なことですので、休憩時間等になりましたら思わずマスクは外し

て走り回る。そういうようなことで、おいおいそれはいけんぞという指導は再三

にわたってするわけですけども、やはり子どもですのでなかなかそこら辺のとこ

ろのマスクの着用であったり、運動後の手洗いであったり、そういう部分が習慣

になかなかできない。そういうことの指導が負担として上がっております。 

  また、部活動等で今までのやり方と若干変わった活動となっておりますので、

そこら辺のところも生徒に理解を求めながら進めているところであります。こう

いうアルコール消毒等の負担軽減ということで、教員業務アシスタントというス

タッフですね、町が設けている職員ですけども、消毒以外の業務もいろいろお願

いしながら先生方のサポートをしている、こういう状況であります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  教員業務アシスタントの方々が補助的にサポートされ

ているということであります。本当に今後どのようなことになるのか分かりませ

んけど、やはり感染防止対策というのは現場の先生方とか、そういう職員の皆さ

んには負担として、これからもどんどん出てくるんじゃないかなというふうに感

じておりますし、そういったことを考えれば、今現在の方々というよりはプラス

で人的な支援ということも、今後考えなければならないんじゃないかなというふ

うにも思っております。国のほうも次年度に向けてそういうことも今、検討に入

っているということもありますので、そのあたりもしっかりと注視しながら進め

ていただきたいなというふうに思います。 

  それから、感染者がこれからどういう状況になってくるか分かりませんけども、

オンライン授業であったりとか、そういった取組ということも進めないといけな

いというふうに思っております。ここに関しては、この後同僚議員がしっかりと

教育長に質問されるようなので、余り詳しくは聞かないようにしようかなとは思

っておるんですけど、ちょっと簡単に簡潔に答弁をお願いいたします。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  昨年の夏休みに、寺子屋方式でオンライン授業の実証実

験を小中学校で行ったところであります。今年に入りまして、まだまだ本格化と

いうところまではいっておりませんけども、１２月末までに学年を限定してタブ



－３０－ 

レットの持ち帰りによる試行授業、こういうことも準備中であります。寺子屋方

式も本格的にはまだやってはいないんですけども、それのやれる環境に持ってい

きたいと考えております。 

  また、家庭持ち帰りに向けた保護者への周知、機械を持って帰ったけどもルー

ルを守られなんだり機械を壊したりとか、いろいろなことが想定されますので、

同意書の回収なども今後進めることとしております。 

  行動計画としては、ＩＣＴの支援員を活用した授業の提案と授業支援、また、

教職員向けのＩＣＴ研修を実施することとして、今現在進めているわけですけど

も、週２回３時間ということで現在は実施しておりますけども、この１０月から

は週３回の派遣を予定しております。こういうことで教師の授業力アップ、こう

いうことを図ってまいりたい、このように考えております。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  寺子屋方式ということで、今後の対応を考えてらっし

ゃるということでございますので、このことに関してはいつ何どきどういう状況

が訪れるかというのがはっきり分かりませんので、そういった面では最悪の事態

を想定しながら現場の先生であったり、保育士さんであったり、そういう職員さ

んであったりという声をしっかりと聞きながら、その対策を講じていただきたい

なと、このことを要請をさせていただいて、関連して次の質問に移らせていただ

きたいと思います。 

  本町では、これまでに新型コロナウイルスによって影響を受けた業種や町民に

対して、町独自の経済対策を実施してきましたが、いまだ終息は見えず不安の中

で感染拡大は続いております。そこで、質問ですけども、長引くコロナ禍にあっ

て次なる一手として、飲食店や中小企業への緊急経済対策の必要性を感じており

ますが、町長の所見をお伺いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  昨年度からコロナウイルス感染症対策として町内飲食店及

び中小企業に対し、様々な支援を実施してきました。支援後においても、コロナ

ウイルスの影響について継続して商工会や、それから町内業者、そういった方か

らのヒアリングをしておりまして、その結果、物流の悪化による電子素材の確保

が困難であること、それからウッドショックによる影響など、こういったものが

あるものの、昨年と比較して全体的に大きな影響はそんなに受けていないという
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ことを確認しております。 

  そうは言いながら、コロナ禍が長引くことがこれまで以上にいろんな影響を及

ぼす、そういったことが想定されると思いますので、商工会とのさらなる連携を

とり、そして、継続したヒアリングによって適切な時期に適切な支援ができるよ

うな、そういった準備をしていきたいというふうに思います。さらなる経済対策

と言われますけども、そういったことが国のほうでもまだまだ具体的な案が出て

いません。近く衆議院議員の選挙がありますので、そこに大きな期待を寄せてい

るところであります。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  商工会等とのヒアリングによって今、現時点では大き

な影響は受けていないということのようですけども、智頭町の業者さんというの

は結構奥ゆかしい方がいらっしゃいまして、聞きますと特に飲食店を例に挙げま

すと、昨年の３月くらいからほとんど予約というのが我々もできないですし、飲

食店を応援しようということも当然できていないですし、かなり厳しい。予約な

んかもゼロに等しいというような状況が、ずっと１年半ほども続いているんです

ね。去年でしたらもう少しの辛抱で、何とかこの状況は好転するんではないかな

というふうに頑張っておられたわけですけども、もう正直言って精神論では持ち

こたえられないというような状況下にある、というふうに言っておられる方もお

られます。 

  やはり、これがもう少し長引けば、お店を閉めなければならないというふうな

選択をされてしまったら正直もう終わりですので、そのあたりをしんしゃくして

いただいて事業継続していただくための支援金というのも、ちょっと考えなけれ

ばならないんじゃないかなというふうに、国のほうのこれからの経済対策という

か、そういったところも視野に入れながらというような答弁でしたけども、そこ

の部分をもう少しちょっと踏み込んだ答弁をいただければなというふうに思いま

すけども、町長いかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういった意見があることも承知しておりますけども、先

ほど言いましたように、ヒアリングを行った時点で具体的なそういった部分が余

り出てこないというのが現状なわけです。ですので、実際そういった声が出てく

るようであれば、新たな方策といいますか、そういったことも考えていきたいな
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というふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  確かにしっかりとその辺の話を聞いていただきながら

進めていただきたいと思いますし、本町だけの財源の中で次から次から経済対策

を打ち出していくというのは、正直難しいというのは十分私も理解しております

ので、先ほど申しましたように、今後の国の補正予算等々の動向もしっかりと注

視していただきながら適時適切な対応をしていただきたいと、このことを強く要

請して、２番目の質問に移らせていただきたいと思います。 

  激甚化する水害対策についてということです。８月のお盆の時期に居座るよう

に停滞した前線の影響により、西日本を中心に記録的な大雨が降り続きました。

大雨特別警報が複数の県で発令され、各地で河川の氾濫や土砂崩れも相次ぎまし

た。このように、近年気候変動に伴い全国各地で集中豪雨が頻発し激甚化してき

ています。本町でも、平成３０年７月豪雨は記憶に新しいところでありますが、

家屋浸水やライフライン、交通インフラに甚大な被害が発生したように、水害に

対する危険性が日に日に高まっております。 

  そこで、質問でありますけども、ハード対策として河川堤防や砂防堰堤など、

防災インフラ強化を今後どのように進めようと考えているのか、町長の所見を伺

います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  近年、数十年に一度、百年に一度といわれるのが毎年出て

きているような、そういったような状況の中の実態があります。中でも、先ほど

議員言われましたように３０年の７月豪雨、大きな被害を本町にもたらしたわけ

であります。急激な増水による護岸がえぐられる、それから崩壊する。こういっ

たことがもとで国道の５３号、３７３号が被災した光景、こういったことは今で

もまだまだ復旧がなっても忘れることができない状況にあります。 

  また、それに伴いまして林道、作業道、こういったところにおきましても崩落

したり、土砂の流出、こういった被害がありました。そして、先般の豪雨では山

裾の民家まで大量の土砂が到達したといった、住民の安全安心、こういった生活

を脅かしたという現状があります。 

  そこで、河川堤防や砂防堰堤、こういったこと、いわゆるハード面の対策強化

をどのように進めるか、こういう質問であろうと思います。災害箇所の迅速な災
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害復旧はもちろん、特に３０年豪雨以降において、水害対策の強化に重点的に取

り組んでいただいておるところでございます。 

  現状報告させていただきますと、河川整備につきましては、町内各所で河道掘

削、川床の掘削で下げる、下げていき土砂を撤去するということです。それから

樹木の伐採、こういったことを中心に行いまして、市瀬、尾見では護岸のかさ上

げ、こういったことも実施していただいております。今後も町内のそういったい

ろんな場所、千代川、土師川、そういった合流点でも実施してもらえるというふ

うには聞いているところでございます。 

  加えまして治山、砂防工事につきまして、過去の災害実績、それから地形によ

る災害発生の危険度、保全対象となる人家や公共施設、災害時の要配慮者施設、

こういったことの有無、こういった災害発生時の影響、地元要望及び合意形成な

ど総合的に判断して、緊急性や優先順位の高い箇所から順次実施していただいて

おるところであります。 

  しかしながら、県の予算にも限りがあることから、被災箇所、危険箇所、要望

箇所全てについて早期に対応していただく、こういったことはなかなか難しい状

況にあるとは思います。引き続き、県との意見交換会、こういったことを実施し

て、小まめな情報提供や要望をずっと継続していきたいというふうに思います。

それに加えまして、県の対応が及ばない箇所や規模の事案につきましては、単県

急傾斜、こういった補助事業を活用したり、昨年度に事業化いたしました単町の

河川維持事業、こういったことを実施するなど、必要に応じた対策を講じていき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  防災、減災のためにも県との連携をしっかりと強化し

ながら、その発生リスクを着実に低減させるんだということで、事前対応という

ことですね、が重要だということは町長ともしっかりと共有できていると思いま

すので、町民の皆さんの命であったり、暮らしをしっかりと守るためにも、一段

加速させるような防災・減災対策の推進を要請させていただいて、ちょっと時間

もありませんので、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

  本町では、平成２５年度から防災福祉マップづくりに取り組んでおりますが、

さらに防災意識を高めるためにも、本年３月に策定された防災ハザードマップを
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有効活用することが重要と考えます。住民の迅速かつ確実な避難行動につなげる

ためにも、具体的方策を常に見直す必要があると思いますが、どのように考えて

いるのか、町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  ハザードマップの件であります。このたび作成しました防

災ハザードマップは、ＷＥＢ版も作成しております。任意の場所を任意の大きさ

で印刷することができるために、従来使用していた白地図の住宅地図ではなくて、

土砂災害警戒区域や洪水浸水想定区域を掲載した住宅地図を使用して、支え愛マ

ップづくりを行うようなことができるようになっております。 

  ですので、今まではなかった洪水浸水想定区域の情報など、こういったことを

考慮しながら、改めて支え愛マップづくりの作成や更新をしていただければ、こ

れまでの各集落の方々がしておられます、支え愛マップ事業をなおかつ充実した

ものにしていただけるのではないかと、そういうふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  確かに現時点ではコロナ禍にあって、なかなかその集

落に出向いての防災福祉マップづくりであったりとか、そういうふうな話合いを

する機会というのは、今現在なかなか難しいということではありますけども、今

の時期だからこそ、このソフト対策としてウィズコロナ、アフターコロナを見据

えた、そういったことを進めていくということは、とても重要ではないかなとい

うふうに思っております。 

  今後、集落等々に出向けるような時期がきましたら、災害の発生情報はこうい

うふうに行政から住民に伝えられますよとか、避難所はこのような場合に開設さ

れますよというようなことを、行政のできる範囲はこうですよと、ここまでです

よと。あとは避難される場合は、避難体制を各集落ごとに構築してほしいんです

よという、お願いする内容をより具体的に、集落の皆さん、地域の皆さん、町民

の皆さん方に伝えるということが重要だと思います。 

  いわゆる行政による公助、それから住民による共助、ここをしっかりと構築す

るということが重要ではないかなというふうに思っております。いざ、そういう

自然災害が発生しそうになったときには、行政のできる範囲というのは限られま

すので、住民一人一人が自分の身を守る、災害は我がこと、自分事というふうに

考えて、認識を深めていただくということだろうというふうに思っておりますの
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で、災害時に適切な避難行動をとっていただけるような公助、共助の体制づくり

を今、先ほど申しましたように、このコロナ禍の状況だからこそ進めていただく

ことを要請して、併せてみんなの手で災害に強い智頭町が作り上げられることを

願いまして、私からの質問を終わらせていただきます。 

○議長（谷口雅人）  答弁求めますか。 

○１０番（大河原昭洋）  答弁求めません。 

○議長（谷口雅人）  以上で、大河原昭洋議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で１１時１０分とします。 

休 憩 午前１１時０５分 

再 開 午前１１時１０分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、岡田光弘議員の質問を許します。 

  ３番、岡田光弘議員。 

○３番（岡田光弘）  午前中最後の質問になります。今回初めて新人議員として、

一般質問の場に初めて立たせていただきます。今日感じております緊張感をもっ

て、これからよりよいまちづくりができるように町長に質していきたいと思いま

す。今回の７月の町議会議員選挙を通じまして、新人が６人当選するということ

で、そこに一定の町民の民意が反映されたと思いますし、新人議員に対する町民

の期待ということもあると思います。その責務を感じながら議員としての職責を

全うしてまいりたいと思います。 

  また、昨年の町長選挙におきましては、新しい町のリーダーとして金兒町長が

誕生されたわけでございますが、住民満足度の向上であるとか、それから健康寿

命の延伸というすばらしい政策を打ち出しておられます。議会としても町民の代

表として、そのすばらしい政策が実現できるように協力できるところは協力を行

っていきたいと思いますが、議会と執行部の関係はよく車の両輪に例えられます

けども、ある一定の緊張感をもって臨んでまいりたいと思います。お互い切磋琢

磨する中で、智頭町に生まれてよかった、生まれ住んでよかったと言われるまち

づくりが実現できるように努力をしてまいりたいと思います。 

  それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に従いまして３つの点につ

いて町長にお尋ねをいたします。まず１点、第７次智頭町総合計画の成果と課題、
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今後の展望についてでございます。 

  総合計画は言うまでもなく自治体の総合的、基本的な指針を示すもので、自治

体の最上位計画と位置づけられているものであります。本町におきましては、昭

和４６年に第１次総合計画が策定されて以来、現在まで第７次にわたる計画が作

成されてまいりました。その間、社会的な環境の変化は著しく、特に大きな変化

としては平成の大合併におきまして、本町も単独・合併で民意が大きく二分され、

その間には２度にわたる住民投票、また単独・合併を争点とする町長選挙などを

経て、最終的にはこの議会の判断で、現在の単独自立の道が確定したという経過

があります。その当時、よく単独では行財政が立ち行かなくなるというふうに言

われておりましたが、その後単独を選択した自治体において、行財政が破綻した

というケースはないものと認識をしております。 

  しかしながら、第１次総合計画を樹立されたときから、これは昭和４６年です

けども、人口減少というものが総合計画の中に予測されうたわれておりました。

そして、少子高齢化は着実に進行し、また、その間ずっと厳しい行財政運営、そ

して、昨今の新型コロナウイルス感染症蔓延というような突発的な事象を含めて、

厳しい環境の中でたくさんの町民の知恵を集めて、オール智頭町でいかに生き残

っていくかが問われている時代であるともいえます。 

  そのような中にあって本町では、２０１７年から２０２６年までの１０か年に

わたる総合計画の前期計画が本年度で終了し、来年度からは後期計画に移行する

という時期にあります。この総合計画には、町長もまた副町長時代に直接携わら

れ、町長就任後１年経過して、この前期計画をどのように総括して後期計画につ

なげられようとしておられるのか。 

  また、総合計画に掲げている将来像、これは「一人ひとりの人生に寄り添える

まちへ」ということになっております。また、町長ご自身の選挙公約にも「一人

ひとりの人生に寄り添ったまちづくりを実現します」という強い決意が述べられ

ております。これは、まさに第７次総合計画の将来像を具現化するものといえる

と思います。 

  しかしながら、この一人ひとりに寄り添うということでありますけども、住民

ニーズが多様化している現代において、一人ひとりの人生に寄り添うということ

は、これはたやすいことではないと思います。住民ニーズのきめ細やかな把握や、

あるいは住民との対話なくしては実現不可能なことだと考えます。このあたりを
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踏まえて大きな成果を今まで上げてきたもの、また、総括して道半ばと捉えられ

ているものなどありましたら、どのように評価されて、それを後期計画に生かさ

れようとしているのかをお尋ねしたいと思います。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  岡田議員の質問にお答えします。 

  第７次総合計画は、毎年度各課において検証を行い公表しているところであり

ます。この検証は、将来像である「一人ひとりの人生に寄り添えるまちへ」の達

成度を示すものであり、令和２年度１４５事業の検証結果は、これまでの取組が

十分に達成していると判断される事業が３４事業、全体の２３％、かなり達成し

ているは９３事業で全体の６４％となっており、十分に達成しているとかなり達

成しているを合わせると１２７事業で全体の８８％となり、将来像への達成度が

高いことがうかがえることが、成果を上げていると感じておるところであります。 

  しかしながら、事業検証は目標に向けた取組の活動実績を定量的に把握するも

のであり、町民の満足度など皆さんがどのように感じているかを表す主観的な指

標による検証、例えば、町民意識調査などのアンケート実施ができていない状況

ですので、今年度は全体計画のローリングを行い、後期では町民意識調査などの

アンケートも実施しながら、主観的指標による検証も加えることを検証し、将来

像の達成に向けた取組をより推進していきたいというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ７次総の進行管理結果におきまして、先ほど町長も述べら

れましたＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、５段階の評価におきまして、十分に達成している

３４事業、かなり達成している９３事業ということで合わせて８５％ですか、こ

れがかなり達成しているという自己評価であります。 

  その中で、先ほど町長述べられましたように、これはあくまでも内部評価でご

ざいまして、町民がそれを実際にどう実感しているかというところが、町長の掲

げておられます住民満足度の向上というところに直結するものだと思いますので、

後期計画におきましては、そのあたり住民がそれを実感する、それがひいて言え

ば智頭町に住んでよかったというところにも結びつくところだと思いますので、

改めて住民の感じている意識というものを行政のほうに評価する、その指標につ
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きまして改めてご所見をお伺いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど申し上げましたけども、あくまでもこの執行部側が

見た評価でありますので、それをいかにして住民の方々が思っておられるか把握

するためのアンケート、これを実施して、その結果、町のほうが考えていること

と住民の方々が考えていることの、もし乖離があるようなら、そこについての修

正なり変更なりを行っていきたいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  今、町長のほうから住民との間でもし乖離があるようであ

れば、それを改めて切り替えていきたいという答弁でございました。そのあたり

が一番住民から信頼される行政、住民の満足度につながる行政につながってくる

と思いますので、そのあたりを進めていただきたいと思います。 

  また、この前期計画におきまして効果が十分上がったものと、また、そうでな

いものを認識するということは重要と考えます。もし、前期計画の中で実際行っ

てみたんだけども、効果が十分でなかったというものについては、時には別の手

法に切り替えるなどの決断も必要かと思われますが、そのあたりの町長のご所見

をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われますように効果がない、これはなぜ効果が出なかっ

たか、そこを検証する必要があるんだろうと思います。それで、それをやり方を

変えればもしかしたら出るかも分かりません。ですので、その辺のところを、た

だ単にやめるとかいうことでなくて、そういったことも検証しながら、少し柔軟

な考え方で対応していければなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  智頭町は小さな自治体でありまして、従前から住民主体の

まちづくりということで、様々な問題について挑戦をしてきた町だと思います。

議会としては、この総合計画につきましても全てを挑戦ということを認めながら

も、その挑戦という言葉の裏には必ず失敗ということもあろうかと思います。そ

れは、単なる失敗ではなくして、次の成功につながるような失敗であれば、それ

は甘んじてそれを受け入れて、次の成功に結びつけるというような動きも必要で

はなかろうかと思いますので、また、町長のほうから柔軟な対応という答弁をい
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ただきましたので、そういう方針に基づいて後期計画のほうに進んでいただきた

いと思います。 

  それから、現在本町では様々な計画が立案され実行に移されておりますが、こ

れは６月の議会での町長答弁でも、「総合計画は智頭町の未来像、指針である。

その実現に向けて精進する」というふうに答弁をされておられます。総合計画と

関連の深い第２期の智頭町総合戦略、アクションプラン、行財政改革プランは互

いに補完し、計画の実現に向けて実効性のあるものにするために機能すべきと捉

えますが、現在までこれらを運用してこられて実効性が上がったと評価されるも

の、また、課題として考えられるものはどのようなものがありますでしょうか。 

  例えばでございますが、住民への認知度、関わりは十分と考えられますでしょ

うか。もし、そこに不足があると感じておられたら、どのような方策を考えてお

られるか、町長のご所見をお伺いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  第２期総合戦略は、この第７次総合計画の重点施策として

位置づけられておりまして、進捗確認や検証を計画策定にも携わっていただいた、

いわゆる産官学金言の方々を総合戦略推進委員として、それぞれの立場から意見

をいただいているところであります。また、第４次行財政改革プランは７次総合

計画、その事業を基本として行財政改革プランのアクションプランにおいて、Ｋ

ＰＩを設定して管理しているところであります。ＰＤＣＡサイクルやＫＰＩ設定、

さらにはＳＤＧｓのゴール設定など、全て第７次総合計画を基本として行われて

いるため、第７次総合計画の検証がそのまま総合戦略や行革プランの進捗とつな

がっていく立てつけとなっており、実効性の高いものだというふうに考えており

ます。 

  ただ、今、議員が言われたような町民の方にどれだけ知られているのかという

ことについては、数値的な把握はまだまだできませんので、ただ、住民の方がこ

の総合計画以下総合戦略、アクションプラン、行革プラン、そういったことをど

れだけ理解していただいているかということは、私どもからすればなかなか周知

度は低いのかなというふうに思います。 

  ただ、そういったことを逐一知らせるすべはなかなかない、広報であるとかホ

ームページであるとか、そういった機会があるごとには知らしめていきたいなと

思っていますし、そういったことはホームページ等々には常に掲載しております
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ので、できれば町民の方々もそういったところをのぞいていただければありがた

いかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  こういう計画につきましては、計画策定段階におきまして

は様々な住民参加がありまして、その多大な努力の結果によってこういった計画

ができていると思いますけども、いざ計画を運用して５年、１０年というふうな

年月がたちますと、なかなかそれが町民の中で自分事として捉えていくというの

は難しい面もあろうかと思います。先ほどもホームページなりで周知されていく

というようなお話がありましたけども、様々な場面を通じて町民に、今、総合計

画はこういう状況であるというようなことを、町長の口からも発信をしていただ

ければと思いますが、そのあたりのご所見をお願いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  私がということにはならないかもしれません。ただ、そう

いったことを話す機会があるごとには、その細かいことは言えば切りがないので、

どこまで言えるかというのはありますけども、大きな柱的な分野については智頭

町総合計画のメインの柱はこうなんだよと、こういったことに基づいて智頭町の

まちづくりをしているんだよということは、そういったことに関しては第一広報

係となってやっていきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  先ほど、町長の答弁の中にも、この実効性を担保するため

に、この総合計画のシステムとしてＰＤＣＡサイクルの手法、それから総合戦略

のアクションプランの中にはＫＰＩという指標が取り入れられております。これ

らは、目標達成度の見える化にもつながって、より客観的な評価の実現や実効性

が有効である政策への重点投資が可能になると考えられます。 

  ＰＤＣＡサイクルのＰは個別事業の目標の設定、Ｄは実施計画に基づく事業の

実施、Ｃは事業が計画どおり実施されているかをチェックし、計画と実績との差

異を分析して原因を明確化する。Ａは評価の結果において計画が未実施、未達成

の場合その対策をとるということで、今までこのＰＤＣＡサイクルという手法が

取り入れられる前から、ＰとＤの部分については従前からやってきたところだと

思いますが、私が感じる中でもこの後半の２つです。ＣからＡ、チェックとアク

ションという部分、このあたりがどちらかというと、今までの智頭町においても
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弱かった部分ではないかと思います。 

  このＰＤＣＡサイクルというのは、回していくものでございますので、チェッ

クし、それを次のアクションに移していくという、かなりこれはマンパワーも必

要な部分があろうかと思いますが、ここがＰＤＣＡサイクルの中でも肝になる部

分ではないかと思いますが、このチェックからアクションに当たる部分、ここを

強化していくという点について、町長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  ＰＤＣＡサイクルということでの表現もそうなんですけど

も、先ほど議員のほうからも話があったような、やってみて何が駄目だったか、

駄目だった原因は何なのか、じゃあそれをどうすればよくなるのか、これを突き

詰めていけばＰＤＣＡサイクルになるんだというふうに思います。一々Ｐは何が

とかいうことでなくて、１つの行事なり計画を行うための指標というものはそう

いうものなんだと思います。 

  ですので、失敗したから駄目なんだではなくて、なぜ失敗したのか、この失敗

はどういう理由があって失敗したのか、じゃあ成功するためにはどこの項目を変

えれば成功するのか。で、どうしようもなくて、これは何があっても失敗するん

だ、駄目なんだということになれば、次からやめればいい。こういうものだと思

うんです。 

  ですから、そのＣやＡということでなくて、全体的なその物事を行うときに、

きちんきちんとそれができ得る構造といいますか、役場の職員でも担当課でも担

当者でも、そういった人間が全てがそういう認識をもってことに当たるというこ

とがまずまずは肝要だと、そういうふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  町長のリーダーシップによってＰＤＣＡサイクルがうまく

回って、それが結果として総合計画自体がやはり目的ではないと思います。町民

の生活がいかに向上するかというあたりに主眼を置いていただいて、今、答弁し

ていただきましたように、弾力的な運用というものを期待するものでございます。 

  また、先ほど住民満足度の向上という視点で言いますと、今、内部的な職員に

よる内部評価が行われて、それによると８５％ぐらいですかね、これが達成して

いるということですけども、それを冒頭にも言いました政策評価として住民によ

る通信簿的なものですね。今、智頭町の総合計画というのは、どの程度住民に評
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価されているかというようなものを後期計画に向けて住民が評価するような、で

きるような場面、仕組みをつくっていただければと思いますが、町長の所見を改

めて伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほどからも言っていますように、後期はそういったこと

を目標にして、その手段として先ほどから申し上げておりますとおり、住民の

方々に対するアンケートを実施して、その結果を重視したいというふうに考えま

す。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  町長のリーダーシップに期待をいたします。 

  続いて、新型コロナウイルス対策でございますが、これにつきましては、先ほ

ど大河原議員の質疑の中で、かなり感染対策、また経済対策についての質疑がご

ざいました。その中で感じておりますのは、大河原議員の質疑の中にもありまし

たけども、余りにもこの新型コロナウイルスというものが長期化しているという

ことでございます。誰も当初から今、１年８か月でしょうか。第１波から第５波

までということで、１４０万人以上の感染と１万６，０００人余りの死者という

ところまで、ここまでくるということは誰も想定していなかったような、期間の

長さですね、長期化、それが与える影響というものはありますし、もう一つは、

変異株への置き換わり、デルタ株といわれるものですね。そういったものに対す

る対応というものも起こっております。 

  智頭町では新聞報道で見ますと、既に１回以上接種された方が８２．２％です

か。それから、２回目接種を終えている方が７４％ということで、ある程度この

あたりで集団免疫というものがつくられているのではないかというふうにも考え

ていたわけですが、それを覆すような内容が、デルタ株ですね。これは、１人が

５人以上に感染する力を持つというような、非常に感染力が強いものでございま

す。 

  そういった中で、行政の責務として先ほど来から出ております行政の責務、地

域住民の命と暮らしを守るという面におきまして、特にこの暮らしについての影

響でございますが、先ほど大河原議員の町長答弁の中にも商工会のヒアリングに

おきまして、大きな影響は余り受けていないのではないかというような答弁がご

ざいましたけども、このあたりちょっと町民全体の意識との間で若干意識のずれ
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があるのではないか、その商工会のヒアリングを行われたということですけども、

本当に果たしてじゃあ商工会が会員の実情を正しく捕捉しておられるかどうかと

いうあたり、多少疑問を持つ面がございます。このあたりにつきまして、町長の

ご所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際、窓口となっている商工会を疑ってかかるということ

はしたくありませんし、把握していないという思いももっておりません。ただ、

その把握の仕方が十分ではないのかなという意見だろうとは思います。１回ヒア

リングしたから、それで全てで答えを出しているということでなくて、最初なり

何回かのヒアリングの中ではそういう結論に達したよと、ただ、それでは十分で

ないから継続して、これからも商工会と綿密な連携を取りながら、継続していき

ますということをお答えしたところでありますので、それをこれで終わりという

ことでなくて、さっき言いましたように継続した格好で、できれば商工会に関連

している業者の方々を逐一個々に当たるというのはなかなか難しい面があります

ので、そういったことを把握しておられる団体と綿密な連携をとっていきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  引き続き、商工会会員のみならず、広く町民の声を拾い上

げていただければと思います。 

  独立行政法人の労働政策研究研修機構というものがございますけども、ここが

今年６月に調査を行って、その結果をまとめられたものがあります。それは、新

型コロナウイルスの感染拡大前と比べて生活の程度が低くなったというふうに回

答された方が４人に１人ということでございます。正確に言うと、やや低下した、

かなり低下したと答えられた方が２４．５％ということでございます。 

  それから、もう一つは生活の程度が低くなったというふうに回答された世帯を、

これを収入別に見ますと、年収７００万円以上では１７．５％、一方年収３００

万円未満では３５．１％というふうに、年収が低い世帯ほど感染拡大の影響を受

けているということが分かってきております。 

  智頭町でも、この年収３００万円未満に該当される方というのは、かなりおら

れるというふうに思います。このことを受けて、年収が低い世帯には何らかの手

当がやはり今後必要ではないかと考えますが、町長のご所見をお伺いいたします。 
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○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど議員の言われました生活の状況がよくない、これは

全国的な流れでありますし、自粛自粛という流れの中で県をまたいでとか、行動

を抑えられてとか、いろんな中でこれまでの生活様式とは変わった生活様式を強

いられている状況があるわけです。これは、年収が低い、高いは別にしても、そ

ういった私たちも含めた中で生活制限といいますか、そういったことを強いられ

ている現状があります。 

  ですので、生活様式がとか、その年間収入がとかいうことでなくて、年間収入

が低いから補助をするとか、高いから補助をしないとか、そういうことじゃなく

て、実際智頭町の中で状況がどういうふうに変わったのか、それによってどうい

う影響を受けたのか、そういうことがはっきり分かることが肝要だと思います。

それに対して行政としてどれだけの手助けができるんだろうかと、そういうこと

なんだと思います。 

  ただ、むやみやたらにああだからこうだからということでなくて、きちんとし

た根拠をもって、行政としては住民の皆さんが納得できる形で施策というものは

していきたいというふうに考えます。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  よく現状を見て、町民の皆さんが納得できる施策をという

ことでございましたが、現在までに智頭町では第１次から第３次まで杉小判の発

行が行われております。これらの使用率を見ますと、第１次は９７．８％、第２

次で９７．６％、第３次８月３日現在ということで、これは８月末ですので今集

計中かと思いますけども、８月３日現在で８１．６％と、かなり一定の大きな効

果が上げておられると思います。 

  今、先ほどの大河原議員のときの答弁にもありましたけども、大型の補正予算、

国で想定されております。一説によると３０兆円とも言われるような大型の予算

が想定されるということに対して、そういった予算がきてから施策を考えるとい

うよりも、既にこのアフターコロナを見据えた自治体として玉を準備しておくこ

とが必要かと思いますが、このあたり大型補正予算に対する町の施策の考え方と

して、町長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  第３弾までの杉小判は、景気浮揚のための一策であります。
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ですので、これを続けるかどうかは、また少し考えさせてもらわなければいけま

せんし、先ほど議員が言われますように、財政の後押しがあるまで考えないんじ

ゃなくて、初めから考えろということですけども、幾らくるか分からないのにと

いうことがあるわけです。それで、３０兆円と言いながらじゃあ幾らくるのと。

これまでそういった面で町にこれだけくるよ、じゃあこれだけ出せたねというの

があって、１弾、２弾、３弾で杉小判を発行させてもらったわけです。 

  ですので第３弾ぐらいの、例えば町に１億から１億５，０００万円ぐらいの金

額がくるならば、同等の考え方もできるわけですけども、今回の９月当初にきた

経済対策８００万円余りです。ほぼ何もできないわけです。ですので、そういっ

たことも考えながら対応をしていきたいと思います。 

  ただ、先ほど議員言われました第３回の杉小判、９８％以上に使用率がなりま

した。ですので、１弾目、２弾目、３弾目、平均しても９８％ぐらいの利用率で

す。これはもう過去類を見ない、地域振興券とかいろんな制度があった中で、智

頭町では過去類を見ない高い利用率になっております。ですので、町民の方々、

それだけ利用頻度が高い、興味がある、有効だったという思いを持っております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ちょうど昨日でありますけども、テレビの報道で鳥取県版

のコロナ対策として２５％のプレミアム食事券、それから、ＷｅＬｏｖｅ山陰の

再開、これは知事のほうがステージ３からステージ２になれば速やかに実施する、

というふうに記者会見をしておられました。こういったように、状況が変われば

速やかに対応するというような姿勢を示すことも必要だと思いますので、そのあ

たりもまた、金額は幾らになるか分からないというふうに答弁がありましたけど

も、今から準備を万全に行っていただければと思います。 

  時間がなくなってまいりましたので、次に遊休農地対策について移りたいと思

います。現在、農業委員会で把握しておられます農地台帳面積６５７ヘクタール、

耕地面積５５４ヘクタール、経営耕地面積２２２ヘクタール、そして遊休農地面

積が２７ヘクタール余りとなっております。また、もう一方で平均年齢が７２歳

ということで県平均よりも高いということです。 

  これらの厳しい状況かと思いますが、選挙活動を通じて広く町内を回っていま

すと、この遊休農地、遊休農地という表現なんでしょうか。これは耕作できない

というか、地元も手いっぱいでこれ以上耕作できないということで、耕作放棄と
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いうことになっているという現状があろうかと思いますが、これらの状況を町と

してどのように捉えておられますか、町長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  何かまとめての質問のような感じになりましたので、そう

いったことを含めて返答させていただきたいというふうに思います。実際、農地

の利用状況について先ほど議員言われましたように、ある農地を十分に利用でき

ているかといえば、十分に利用できていない状況があるわけです。遊休農地、悪

い言い方をすれば耕作放棄地ですよね、これをいかにして少なくするかというこ

とですし、これを増えるであろう農地をいかにして防御するか、こういったこと

が必要なんではないかと思います。 

  その中で考えますのは、まずは集落の中で、これからの農村環境や農地の在り

方について、しっかり議論することが重要であるのではないかというふうに思い

ます。各集落で遊休農地が発生する背景や事情は、それぞれ異なることがあるん

だろうと思います。でも、そこの集落の中で話し合った結果を人・農地プランに

落とし込んでいく、そういったことでこれからこの農地を誰が耕作するだいやと、

誰がもうりするだいやというような話をしていくのが、やはり大事ではないかな

というふうに思います。 

  集落営農といいながら、やはりこの問題があるのは集落営農でやるよといって

みても、水の管理や水路の泥上げ誰がするだいやというようなことも出てくるわ

けです。ですので、そういったことを踏まえながら、それぞれの集落の将来像と

いうものを考えていただければなというふうに思います。 

  行政の中で遊休農地云々ということでなくて、ある程度まとまった、集落とか

まとまった団体、これが１つの集落でなくても３つ、４つの集落でまとまっても

いいんだろうと思います。そういった中で、農地の保全、それがイコール集落の

保全にもなってくるんだと思います。そういったことを見据えて話をしていただ

ければなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  この耕作放棄地に対する取組というのは、農地の保全とい

う意味もありますけども、１つはやはり農村環境、そこに住み続けられるかとい

うような、そういうような段階にきていると思います。総合計画の中でも、これ

内部評価の中ではかなり高い評価が出ているようですけども、一方では中山間地、
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この智頭町のような山間集落におきましては、これから５年後、１０年後にはこ

の耕作放棄地問題というのは、もっと大きな問題になってくるかと思います。 

  それに対して今、単独の集落だけでなくして複数の集落で対応するとか、そう

いったこともあろうかと思いますが、ぜひ、来年度予算をそろそろ検討していた

だくような中かと思いますが、その中にこの耕作放棄地がこれ以上発生しないよ

うな、その仕組みづくり、例えば今、企画課のほうで実証実験をされております

まちのコインなどを通じて、遊休農地が原状復帰可能となるような仕組みづくり

がつくれないか等、そういったようなあらゆる可能性を踏まえての、農地版の仕

組みづくりというようなことを検討していただければと思いますが、町長のご所

見をお伺いします。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  先ほど言いましたけども、町が主体ということでなくて、

最終的には町も関与しなければならないとは思います。でも、やはり基本的には

自助・共助ということを考えていただきたいと。そこをなくして初めから、町の

ほうからどうだこうだということになると、その地域づくり、ほかふるさとづく

りということは不可能ではないかというふうに思います。ですので、そういった

ことを踏まえて、町に要望していただけるという形がいいんではないかなという

ふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  町長答弁でおっしゃるように、地域が主体になってという

ところは、それは同意をするところでございますが、現在進めております人・農

地プランです。これは、かなりの集落が参加して拡充してきているということで

ございますが、それは人・農地プランができるというところがゴールではなくし

て、実際にその智頭町の農山村の環境が維持して守られるというところが主眼に

なると思いますので、そのあたりの仕組みづくりをどういうふうに、ハードなり、

機械設備の購入の支援というところから一歩進んで、どういうふうに守っていく

かという仕組みづくりにシフトしていくことが重要ではないかと感じられます。 

  これから高齢化、今、７２歳という年ですので、５年たてば平均年齢予想され

るともう５歳、１０年たてば８０歳ということで、いよいよこの農業に携わる年

齢というのは限界に近づいていると思いますので、ここで一歩先を見た手だてを

講じていくことが必要ではないかと思います。改めて、町長の５年、１０年先を
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見据えたこの遊休農地、耕作放棄地対策についてご所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、７２歳だ、５年後は７７歳、１０年後は８２歳だとい

う、単純計算でいけばそうですけども、そうならないように、新たな農業従事者

であり、それから、世代交代で次の代にバトンタッチできる、そういった仕組み

を今ずっと考えて、そういった方が農業機械を購入する場合の補助金も新たにつ

くっておるところでございます。 

  ですので、人・農地プラン、それから集落営農、これは目的でなくて手段なわ

けです。あくまでも制度上の手段だと思ってもらいたいし、そうであるべきなん

だと思います。もっと違う方策があれば、やはりそれを利用するべきなんだと思

いますけど、当面そういった補助的なことができるのは、たまたまそれだったと

いうことであって、いろんな考え方に基づいてやっていければ、それがベストと

はいえなくてもベターにはなるんではないかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  時間です。岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  智頭町は、持続可能なまちづくりでＳＤＧｓの認定も受け

ております。町民がここに住みたいと思って、しかも智頭町に住んで幸せを感じ

るというまちづくりに、議会の立場としても努力をしてまいりたいと思います。 

  以上で、質問を終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、岡田光弘議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、午後１時です。 

休 憩 午前１１時５２分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、宮本行雄議員の質問を許します。 

  ５番、宮本行雄議員。 

○５番（宮本行雄）  新人議員としての初めての質問ですので、私なりに一生懸

命質問をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  質問に移ります。現在の財政状況について。まず、現在の町の財政状況につい

て、どのように町長は考えておられるのか、お答えください。 

  以下の質問は、質問席にて行います。 
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○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  宮本議員の質問にお答えしますが、余りにも抽象過ぎて答

えに困るところではありますけども、状況については可もなく不可もなく、そん

なに悪いと思っていませんし、大変よいとも思っておりません。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  次に、令和元年度、令和２年度、令和３年度の歳入、歳出

のバランスについて伺います。第４次智頭町行財政改革プランの第２の２、第４

次行財政改革プランの背景（２）智頭町の財政状況、中期財政見通しで歳入に関

して人口減に伴う税収減が緩やかに進行し、交付税への影響が懸念されるとあり

ます。また、インフラ整備事業や社会保障事業への国県補助金起債依存度が高く、

自主財源割合は１５から１７％程度ですとあります。 

  歳出に関しては、平成２７年度から令和２年度にかけて保育園建設事業、新図

書館建設事業などの大規模事業を実施し、平成３０年７月豪雨災害に伴う復旧事

業の影響で、公債費の大幅な増加が予想されるとあります。 

  私は、特に人口減少に伴う税収、交付税の減少を危惧するところですが、令和

元年度、令和２年度、令和３年度の歳入、歳出のバランスについて、町長はどの

ように考えておられるのか、お答えください。これもちょっと大き過ぎるかもし

れませんけれども、例えば令和２年度についてはこのように考えるということで

よろしいので、よろしくお願いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  歳入、歳出のバランスという問いであります。歳入につい

ては、町税や財産貸付け等による財産収入等の自主財源、それから地方交付税、

国県支出金、町債等の依存財源の２種類の性質があるわけでございます。自主財

源の軸であります町税は、全体の大体１０％前後ということでありますし、言わ

れますように町税というのは、人口減少に伴い年々減少していっている状況にあ

ります。 

  一方で、依存財源である地方交付税、これは地方公共団体の財源の不均衡とい

うものを調整するためのものでありまして、どの地域に住む国民も一定の行政サ

ービスを受ける権利があるんだと、そのために最低ラインのこれだけの金は要る

んだよというのを交付税として受けております。大体これが全体の４０％を占め
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ておりまして、ほぼ横ばいという状況にあります。 

  歳出については近年、先ほど宮本議員言われましたように、大規模事業が続い

たために公債費が少しずつ増えておりまして、今後も令和５年度、６年度、その

あたりをピークに増加するというふうに考えております。そういった中でも経常

的に行われている住民サービス、こういったものや既存の事業というものが住民

のサービスの低下とならないように、自主財源や国から配分される交付税、そう

いったものを駆使しながらサービスの維持・継続ができるように、そういうふう

に考えております。 

  今後も、既に取り組んでいる効果的な税徴収の仕組みとしてのコンビニ収納の

導入、それから、行政手続のスマート化のためのＩＰ告知端末の更新、それから、

公共施設の適正管理の一環である旧那岐小学校の改築事業など、住民サービスの

向上のためのいろんな取組、そういった新規事業については国県補助金、起債等、

いろんなことを駆使しながら一般財源への影響を少しでも少なくなるように、収

入と支出のバランスをとるようにというふうに努めております。 

  元年度、２年度と言われますけども、元年度は既に済んでおりますし、２年度

についてはこのたび監査委員の報告にもあるとおりに、多少のいいところ、悪い

ところはあるにしても、それこそさっき言いましたように可もなし、不可もなし

という状況にあるだろうというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  それでは、次にまた新規事業が毎年増えているが、既存の

事業とのバランスについて、町長はどのように考えておられるのか、お答えくだ

さい。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  新しい事業がどんどん増えていると、確かに増えているん

ですけども、ただ単に増やしているわけではなくて、必要に応じて新しい事業を

しているわけで、新しい事業といいますか、新しい事業は新しい事業でなくて、

古い事業が済んだ、じゃあ次の新しい事業をということでやっております。ただ、

何でもかんでも次から次に新しいものを取り入れるわけではなく、必要に応じた、

先ほども言いましたように、コンビニエンスストアの導入であるとかＩＰ告知端

末の更新であるとか、これは必要に応じてするわけです。 
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  ですので、何でもかんでも新しくするということでなく、また、古い要らない

ものについては全てが全てじゃないですけど、できるものについてはスクラップ

をしていく。ですから、基本的な考え方とすれば、予算を組む場合にはスクラッ

プアンドビルドというものを根底において予算編成を行うわけですので、新しい

ものも取り入れるけども、古いものも少しは収めていく、これは必要なことであ

ろうというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  平成２７年から町税、公債費、基金残高の見通しが棒グラ

フと表で示してありますが、それを見ると町税は年々減ってきている。公債費は

平成３０年から増加しています。気になるのは、基金残高が大幅に減少している

点ですが、令和６年には２億９，０００万円ぐらいになる見通し、これは大変な

ことではと思いますけれども、このことについて、町長の考えをお答えください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  多分、行革プランのグラフのことを言っておられるのでは

ないかというふうに思います。実際、先ほど言いましたようにこの２６年、２７

年ぐらいからいろんな大きな事業をしてまいりました。ですので、先ほど申し上

げました令和５年、６年が起債の償還のピークになるんではないかと、これは予

測しておりますので、そのとおりだろうと思います。 

  それと税収入、これも先ほどお答えしたとおりに、人口が減るということは収

入を持たれる方々が減る。生産高が減るということは、住民税というものが減る

ということになってくると思います。ですので、ここ２年ほどですか、７億円を

切っております。それまで町でいえばピーク８億円くらいあったのがありますけ

ど、大体７億円台をここ１０年、２０年推移をしてきました。ただ、最近人口減

ということで７億円を切って６億幾らという数字が出ております。ですので、こ

れは想定の中で推移していると考えてもらえればと思います。 

  もう一つは基金残高です。今回の決算の報告の中で、監査委員さんの報告のグ

ラフにもありました。２０数億円あります。ただ、推移の中でいくと収入をきつ

めに見る。それで支出を、今の支出してきた流れで平均して見るということにな

れば、結局はプラスマイナスがいけばマイナスマイナスが出て、基金を補填して

予算を組むしかないなという計画を立てております。ですので、何年後かには今

の２０数億円がなくなるよという数字になるかも分かりません。それは、１０年
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前、２０年前からずっとそうです。ただ、実際やりくりといいますか、やり方に

よってそうはなっていません。 

  そして、もう一つはそういうふうになるから、ならないように執行部も議会も

みんなで頑張りましょうよ、という指標だというふうに考えていただければと思

います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  次に、経常収支比率、これを８０％台とあるが、具体的な

方策について（１）の第４次智頭町行財政改革プランの具体策について、経常収

支比率の軽減について（軽減を目指すとありますが）、町長は令和３年３月の町

の第４次智頭町行財政改革プラン第１はじめに、の説明の中で、健全な財政運営

の維持が本町の存続にとって極めて重要であることは言うまでもありません、と

述べられています。が、町長の考えておられる健全な財政維持の具体的な方策に

ついてお答えください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  行財政改革プランでは、先ほど言われましたように８０％

を目指すということを目標にしておるわけです。経常収支比率の増加要因として

は、実際この監査委員報告でもありましたように物件費、補助費等の高止まりが

考えられます。行財政改革の中でも言及しているとおりに、昨年度から庁舎の電

気受給契約と、こういったものもちょっと考え直ししたりして大幅に減少になっ

ているところの効果もあります。そういった中で、前年よりも少し落ちておった

りして、いろんな努力を重ねているところであります。 

  そもそも８０％を目指すというのは、健全な財政指標として経常収支比率は８

０％が望ましいというのが出されているので、８０％を目指すということであり

ます。居直るわけじゃないですけども、９０％だから駄目だということでなくて、

できる限り弾力性のある財政力を目指すためには、８０％台が望ましいよという

ことであります。 

  ですので、そういったことも踏まえながら少しずつではありますけども、経常

的な物件費的なものを抑えるようにという努力はしてきたつもりですし、これか

らもやっていこうというふうに考えています。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  また、町の最上位計画である第７次智頭町総合計画と、第
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２期智頭町総合戦略の将来像並びに理念と実効性を支える第４次智頭町行財政改

革プランを策定したと述べられています。その第４次智頭町行財政改革プラン１、

事業費の見直しに書いてあります。過去５年間の経常収支比率が８４．９％から

９６．８％と高水準で、予算編成時に財源を一般財源に依存する傾向が高く、既

存事業の大胆な見直しができていない。また、経常収支比率増加の要因として物

件費、補助費の高止まりが考えられるとあります。 

  そして、第４次智頭町行財政改革プラン第３改革プランの主要項目１の持続可

能な財政（１）弾力性のある財政運営の中の記述に、財政構造の弾力性を図る指

標の１つに経常収支比率があると述べられ、経常収支比率を軽減していく必要が

あるとされ、８０％台を目指しますとあります。このことは、先ほど町長がお答

えいただいたとおりだと思います。 

  経常収支比率の中の物件費や補助費を大幅に見直しとありますが、令和元年度

の決算の割合を見ると、補助費等１５．２％、物件費１５．２％、人件費２２．

６％、扶助費５．５％、公債費１６．５％、操出金１８．２％となっています。

令和元年度の経常収支比率９７．１％は県内で最も高い数字ですが、この状況で

物件費や補助費を大幅に見直すのに、具体的にはどのような方策を考えておられ

るのか、お答えください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  物件費については先ほど言いましたように、１つ例をとり

ましたけども、やり方があるんだろうというふうに思います。ただ、物件費等に

つきましても年、年で変わることがあるわけです。２年度についてはアプリケー

ションの策定等に伴いまして、１件７，０００万円か８，０００万円くらいのこ

とがありました。それは単年度で済むわけです。ですので、どんと伸びる年もあ

れば、少なくなる年もある。 

  ただ、補助費につきましてはずっと高止まりといいますか、右肩上がりに少し

ずつなっています。といいますのが、やはり弱者対策といいますか、そういった

ものに対しての給付というものが年々増えていっているわけです。ですので、こ

れを無理やりに抑えるということは制度上なかなか難しいんだろうと。ですので、

補助費というものを抑えるといえば、ほかの諸団体に対する補助金を一切なくす

るという極端な言い方もできるんですけども、やはりそれは住民サービスの低下

につながるということで、そこまではできない。ですので、補助費というものを
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極端に減らすというのはなかなか難しいんではないかと思います。 

  ですので、一番の物件費的なもの、特に委託料であるとか、そういったものを

少しでも減らす。例えば何か賃金を払って、例えば人件費なのか委託料なのかと

いうことで作業するときに、それを抑えて地域の方々にお願いするというのも１

つの手かも分かりませんし、できる限りそういった方策を考えて数字的なものを

調整していければと思います。ただ、先ほど言いましたように一朝一夕でぽんぽ

んとできるようなものではないので、時間をかけてじっくりとできること、でき

ることから始めていければというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  そうしますと、最後の質問をさせていただきます。今後、

建替えが想定される施設について、最後に第４次智頭町行財政改革プランでは全

ての公共施設について個別施設計画を策定し、とありますが、総合センター、役

場庁舎についても同じ考え方と理解してよろしいですか、お答えください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  現在、全ての公共施設について個別の計画を取りまとめて

おります。言われましたように、今後建替えが想定される施設というのは、大き

なものでこの役場庁舎とそれから総合センターということになります。ですので、

それも当然その中に入るところであります。近年実施できました教育施設等の大

規模施設の改修、改築というものが済んでおります。 

  ただ、そういったことで先ほど来からも言われておりますように、起債残高も

増えております。ですので、すぐすぐそれに着手するという気は毛頭ありません。

午前中の一般質問された議員の方からもあったように、向こう１０年ぐらいは手

をつけずにじっくりと力をつけて、財力をつけて、そういったものに当たりたい

と思います。 

  役場庁舎と総合センターをそのままつくるのがいいのか、総合センターは要ら

ないよということになるのか、いろんな考え方があると思います。ですので、そ

の間いろいろ地域の方、住民の方、相談しながら結論を出していければというふ

うに思っています。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  今、伺いました総合センターあるいは役場庁舎等について、

１０年ぐらいをめどに検討されるという答弁をいただきましたが、その際には住
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民の要望なり意見なり、そういうことも聞かれるということでよろしいでしょう

か、お答えください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今申し上げましたとおり、いろんな方の意見を聞きながら

結論を出したいというふうに思います。当然それは中身のことであったり、利用

のことであったり、それから、財源をどうするのかということもあったり、いろ

んなことがあると思いますので、それをもろもろ含めて調整していきたいという

ふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（谷口雅人）  以上で、宮本行雄議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は議場の時計で１時３０分とします。 

休 憩 午後 １時２５分 

再 開 午後 １時３０分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、西尾寿樹議員の質問を許します。 

  ２番、西尾寿樹議員。 

○２番（西尾寿樹）  こんにちは。議長の許可をいただきましたので、一般質問

をさせていただきます。 

  まず、初めての一般質問でありますので、不慣れなところがあると思いますが

ご了承願います。私はありがたいことに、長きにわたり食の経営をさせていただ

いた者です。皆さんが経験をしていない経験をさせていただいた者として、新し

い目線からこの智頭町の町政を見ていきたいと思います。 

  まず、町内商工業の現状と認識についてですが、私には智頭町内でも商工業の

人材不足、販売不振が起きていると聞いております。人が動かなければ、物も動

かない。当然ではありますが、この町の主力産業であるいろいろな業種の製造業

の皆様方との意見交換や、危機意識は共有できているのでしょうか。この製造業

があってこその智頭町の雇用が保たれると思います。商工会との話合いは行って

いると言われましたが、町長のお考えをもう一度お聞かせ願いたいと思います。 

  このあとは、質問席よりの質問とさせていただきます。 
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○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  西尾議員の質問にお答えします。 

  町内商工業の現状認識についてでありますけども、コロナウイルス感染症によ

る影響は、本町の商工業にも影響を与えております。特に昨年度は急激な売上げ

が減少したというようなこともあって、その対応として経済対策支援を実施して

いるところであります。 

  具体的には、新型コロナウイルス対策中小企業支援金、コロナに負けるな中小

企業支援交付金、これは第１弾、第２弾とあります。それから、新型コロナウイ

ルス感染症等対応利子補給補助金、いわゆるゼロゼロ融資です。さらには、飲食

店連携応援補助や税制支援についても実施しているところであります。 

  さらに、持続化給付金、それから、雇用調整交付金といった、国が実施する経

済支援を活用されたことによりまして、現在本町の商工業への影響が最小限にと

どまっている。影響はないとは言いません、影響はあるんですけど、これは最小

限にとどまっているんではないかというふうに感じております。 

  しかしながら、コロナ禍の長期化によりまして、今後様々な影響が出てくるこ

とも想定しまして、迅速な対応が可能となるように、情報というものを常に収集

しながら対応していきたいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  ありがとうございました。次に、町外からの業者の出店が

相次ぎ、地元の商店街への影響が著しく、小売店が何とか頑張っている中で、コ

ロナという災害がやってきております。コロナ感染症下での商工業への影響と対

策と成果は、お聞かせ願いたいのですが。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  コロナの感染症下のということでありますが、午前中の大

河原議員の質問でも多少述べさせていただきました。支援後においても、こうや

ってコロナの影響など継続して商工会や、それから、町内の業者からのヒアリン

グというものをしております。ですので、何もないということではないですけど

も、今、今、慌ててということではないんじゃないかという把握であります。 

  ただ、そうは言いながらも先ほど申し上げましたように、これから何もないと

いうことではなく、何があってもすぐ対応できるような、そういった体制を整え、

そして、情報収集しながらいち早くそれに対して対応できる、そういった体制を
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整え、準備をしていきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  その杉小判ですが、理念として智頭町内で回していくプレ

ミアム券だと思っております。それがなぜか町外に本社のある業者に利益として

流出しているように思われますが、このことについて昔は認可されていないと思

いますが、なぜ認可されたのかお聞かせ願いたいです。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  どのことを言われているのか分かりませんので、一概には

言えませんし、答弁もなかなかしにくいなと思いますけども、杉小判の供給とい

うことについて、少し述べさせていただきたいというふうに思います。 

  新型コロナウイルスの感染拡大に伴って、疲弊した町の経済を底上げするとい

うことを目的にしまして、この国の臨時交付金を活用させていただきまして、第

１弾、第２弾、第３弾ということで配布をさせていただきました。町内の業者と

いうことで限定して日用品、食料品、飲食、理美容等々、いろんなお店の方に参

加していただいて１０９店舗ございます。 

  杉小判の配布によりまして、いろんな方々に喜んでいただき、当然利用するほ

うも、利用されるほうも喜んでいただいているんだろうと思います。そして、先

ほど西尾議員言われましたように、二次流通をもくろんでおりましたけども、大

体２，３００枚ぐらいですか、二次流通で利用されたのが。あまり多くなかった

んですけど、それでもそれなりに２，３００枚ですから２３０万円ですか、ぐら

いは二次流通として利用されておるということで、できればもうちょっと動いて

ほしかったなという思いはあります。 

  これまで、３回にわたって配布したことによりまして、１億３，０００万円ぐ

らいですかね、直接な経済効果をもたらしたんだろうと思います。いわゆる一般

でいう商品券とは違うわけであります。１つは、百人委員会のもとになった木の

宿場プロジェクトから生まれた杉小判をということで、杉小判を使うということ

は、すなわち木の宿場に関連し、智頭町の産業である林業、そういったものにも

つながるんじゃないかというふうに思っています。それが、山と商店をつなぐと

いう理念をさらに浮かばせてもらえればというふうに思います。 

  先ほど冒頭に言われました、そうじゃない業者にということがありましたけど

も、そうじゃない業者には関連はさせていないというふうにお答えしたいと思い
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ます。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  最後に、町民の要望を第一に考えたことだと思いますが、

小売店との協議もなく、納得、説明もないままに許可が下りたと聞いております。

もし、次の杉小判が出るのであれば、まずは商店会、商工会との協議をしていた

だいて進めていただきたいと思いますが、いかがでしょう。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  どこからそういう話が出たのか分かりませんけども、そこ

のお店が智頭町のお店であったという話ではなく、智頭町の町として認識してな

かったけども、実際調べてみたら智頭町の店だったんだよということだったと思

います。それが、誰がどういうふうなうわさを流されたか分かりませんけども、

そういうことで実態として迷惑がかかったとか、かからないとか、そういう話し

ではないんではないかというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  よく説明していただけました、ありがとうございます。 

  次に、智頭町の経営状況についてですが、この町でも人口減少は著しいと考え

ております。それに加えてコロナ過で診療を控える住民の方々もおられるでしょ

う。こういった中で、病院経営は大変工夫がいると思われますが、外来患者や健

診患者の数を増やす観点からも、人口の４５％以上の高齢者のもとへ出かける、

来られないならこちらから出向く訪問診療の拡充というものを焦点がいってほし

いのでありますが、現状はどうなっているのでしょうか。町民の健康なのが一番

ではありますので、病気の早期発見や早期治療につながると思いますが、いかが

でしょう。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  智頭病院は、町民にとってなくてはならない施設であると

思っております。高齢化が進む昨今において病院があることで、どれだけいざと

いうときの安心感が持てるか、その存在感は大変大きなものがあるというふうに

思っています。 

  しかし、病院があるということだけではなく、必要な医療提供、そして医療サ

ービスの向上が求められる、そういったものでもあると思います。自治体病院は

今、厳しい経営状況にある中、智頭病院では改革プランに沿って経営の健全化に
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向け取り組んでいるところでありますけども、急速な人口減少、これや慢性的な

医師不足、これによる医業収益の減少、さらには昨年度から猛威を振るう新型コ

ロナウイルス感染拡大による影響、これらのことによって厳しい経営状況となっ

ていることは、これは間違いありません。 

  ただ、町民の医療の確保と健康を支える役割を担っていくためにも、持続可能

な病院としての経営安定を図っていく、これは必要だということも考えておりま

す。病院の詳しい経営状況の内容につきましては、管理者のほうから報告させま

す。 

○議長（谷口雅人）  葉狩病院事業管理者。 

○病院事業管理者（葉狩一樹）  病院経営についてのご質問でございますが、端

的に決算の数値のみで評価いたしますと、直近の令和元年度、令和２年度につき

ましては、経常収支及び実質収支並びに実質資金収支ともに黒字を計上すること

ができました。また、ここ数年では実質資金収支で平成２９年と３０年ではマイ

ナスを計上いたしましたが、それ以外の年度は黒字となっておりまして、平成２

６年から令和２年まで資金の残高も少しずつではありますが、積み上がっている

ところであります。 

  この指標だけを見ていきますと、健全な運営であることがいえますが、収支の

構成を事細かく見ていきますと、やはり厳しい経営状況であり、課題を抱えてい

ることも事実でございます。 

  主な課題につきましては、先ほども議員のご指摘のように、やはり外来患者の

減少であります。平成２８年度以降、年間平均で約２，２００人ずつ減少いたし

ております。これは、本町を含めた鳥取市南部、それから八頭郡、岡山県北など

の診療圏域の人口減少が大きく影響しておりますが、人口の減少率以上に患者の

減少が進んでいる実態があり、病院としましてはやはり医師不足が影響している

ものと考えます。医師１人が１日に診療することのできる外来患者はどうしても

限られるため、医師の不足に伴いまして診療日数が減少したことから、長期処方

が定着し、また、再来受診の間隔も延長することから、外来受診者数の減少につ

ながっているものと考えられます。 

  次に、医業費用の増であります。令和２年度から非正規職員について新たな会

計年度任用職員制度がスタートしたことから、在職経験の給与への反映でありま

すとか、正規職員に準ずる共済制度の適用、また、各種手当が支給対象となった
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ため、職員増と相まって給与費の総額が増加しているところであります。 

  このようなことから、患者数の減少に連動して医業収益も減少しており、また、

病棟運営のためには看護師の配置基準、こういったものを満たすため、人員の確

保は必要となり、さらには在宅医療の充実のための医療スタッフも必要とするこ

とから、人件費は必然的に増加し、医業収入減少と相まって収入減となっている

ところでございます。 

  これらの課題に対する今後の対応といたしまして、やはり患者の確保、増加の

ためにも喫緊の課題である医師確保について、鳥取大学医学部や県など、関係機

関への働きかけを行うとともに、市内の急性期の医療と当院の持つ回復期、慢性

期医療の連携によります患者の受入れのための地域連携室を中心に、病院間の連

携を一層深めてまいりたいというふうに考えております。 

  また、今後ますます在宅へとシフトしていくことから、既に行っております、

先ほども議員からもご指摘ありました訪問診療の拡充でありますとか、訪問看護、

訪問リハビリテーション、それから訪問歯科診療などの在宅医療を今後さらに充

実させ、治す医療はもとより皆さんの生活を支える、守る地域の病院として医療

と介護の需要に対しまして、地域全体で支える地域包括ケアシステムの推進を図

ってまいりたいと、このように考えております。 

  当面は、現在の医療供給体制を継続することとしまして、この先５年後、１０

年後を見据えたとき、持続可能な経営のために診療科でありますとか、病床数の

見直しも必要となってまいります。鳥取県の地域医療構想が目指す方向も見定め、

住民の理解を得つつ、智頭病院が担うべき役割に沿った計画の検討と改革の取組

を進めてまいりたいと、このように考えております。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  内容は分かりました。医業費の給料部門が増加率が２７．

５％ということで質問をさせていただこうと思いましたが、説明がありましたの

で省かせていただきます。 

  それに次の質問ですが、院長が３月に退職されてそのまま後任がまだ決まって

いないということで言われておりましたが、その説明もありましたので、これも

納得しましたので、次の質問にさせていただきます。 

  全てが主要な先生方が、高齢化が進んでいると聞いております。早急にやり手

の院長を見つけていただき、よりよい医師の確保と病院の経営を努めていただき
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たい。町民の安心と安全を守ってもらうため、こういったやり手の方の院長を探

すための報酬を上げることは、私は賛成だと思いますが、町長いかがでしょう。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  それで来てもらえればあまり苦はないんですけども、ただ

公的病院であります。基本的には、院長の給料というものは決まっているわけで

す。ですので、それ以外のものを出せということになれば、町民の負担になる。

町民もそれを理解していただけるなら、それなりのまた考え方もあるんではない

かと思いますけども、今のところ、先ほど管理者の言葉の中にもありましたけど

も、院長がおりません。 

  ただ、年間これだけ払うから院長が来るか、そんなもんではないんだと。言え

ば、医者は医者の言うことしか聞かないという大前提があるそうであります。で

すので、私たちがいかに言ってもなかなか医者の世界、独自の世界だろうという

ふうに思います。できる限り今の体制を変えて院長に来てもらい、そして、満足

できる医療を住民に提供できるようなことを重ねていきたいと思います。 

  もし、そういったいろんな情報がありましたら、聞かせていただければ、私な

り、管理者なり、こぞってそこに出向きますので、そのときにはよろしくお願い

したいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  西尾議員。 

○２番（西尾寿樹）  町長の思いが分かりましたので、私の質問はこれで終わり

にさせていただきたいと思います。 

  終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、西尾寿樹議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で２時ちょうどです。 

休 憩 午後 １時５０分 

再 開 午後 ２時００分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、谷口翔馬議員の質問を許します。 

  ７番、谷口翔馬議員。 

○７番（谷口翔馬）  議長の許可をいただきましたので、質問をいたします。 

  まず、先立ちまして７月１８日に行われました智頭町議会議員一般選挙にて、
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２期目の当選をさせていただき、町民の方皆様から支持をいただいた議員として

しっかり責任の重大さを胸に刻み、現在智頭町に山積みする課題克服に向け、全

身全霊にて挑戦し続け、住みやすい町、魅力ある町を目指していきたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

  それでは、先に通告しております項目について質問をいたします。昨年の１月

に国内で初めて新型コロナウイルス感染症に感染された方が確認され、約１年９

か月たった現在でも終息のめどは立っていない状況です。午前中の教育長の答弁

で、教職員等の関係職員はワクチン接種がほぼ終わっている状況で、新型コロナ

ウイルス感染症対策を徹底してあるとありました。本当に迅速な対応をしていた

だき、関係者の方々、町民の方々に感謝を申し上げます。 

  しかし、現在全国的に学校内感染が懸念される中、本町でもいつなってもおか

しくない状況です。もし、小中学校で感染者が確認された場合、本町として現在

学校ではどのような対応を考えているのか、教育長お聞かせ願います。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  谷口翔馬議員の小中学校運営におけるコロナの対応状況

についてお答えをいたします。 

  まず、議員のご指摘のありました小中学校におきまして、児童生徒並びに学校

関係者が感染した場合、１人でも発生した場合は、まずその学校を臨時休業とい

たします。その後、保健所の指導のもと感染状況の把握に努め、その情報をもと

に学級閉鎖、学年閉鎖、学校全体の臨時休業などの期間を定めることとなります。 

  現行では、児童生徒並びに学校関係者が濃厚接触者として指定され、ＰＣＲ検

査を受けた場合は、仮に陰性であっても２週間の出席停止、出校停止扱いとして

おります。なお、放課後児童クラブや保育園も同じ対応になることから、保護者

の就労に支障を来すことも考えられますが、まずは感染拡大を最小限に食い止め

るため、最善の措置を講ずることを最優先とし、危機管理と迅速な対応に努めて

まいりたい、このように考えております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  感染リスクが高い変異株が鳥取県内でも多い中、校内での

感染、そしてクラスター状況が続いていき、先ほど教育長の答弁でもありました

ように、１人でも発生したら休校、そして濃厚接触者は２週間の出席停止という
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ことでした。休校になった場合、教育の補償はどうでしょう。 

  私は、そういう最悪なケースの場合のために、現在本町でも行っているＧＩＧ

Ａスクールと関連づけて、午前中先輩議員から譲っていただきましたので、しっ

かり質問させていただきます。オンライン授業を今にでもできる体制を整えるべ

きだと思いますが、本町でオンライン授業ができる体制は、午前中の答弁で今現

在できていないということだったと思います。それは、どのような原因かお聞か

せ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  できていないというよりも、今進行中であります。そう

いうような環境が整ったわけですけども、やはりこれを使うのは教職員の方々で

あります。ですから、そういう部分では、ＩＣＴの支援員をつけて研修をしたり、

また、県を中心にこのＧＩＧＡのＩＣＴの研修も進んでおりますので、やはりＩ

ＣＴの支援員というのは機械の使いこなしはプロですけども、やはりどういう部

分で応用できるのか、どういう部分で子どもたちにこれを活用することが効果的

なのか。そういう部分は、やはり教員のほうが詳しいわけです。そこら辺のマッ

チングを今まで週に２回だったところを３回にして、やはりそういう機会を増や

す。そういうことに今は力を注力しておる、そういうような状況であります。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  現在、進行中ということで確かにお聞きしました。本日お

配りさせていただいております資料をご覧ください。この資料は、文部科学省が

令和２年度に行われた新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための臨時休業の

際、公立学校においてやむを得ず学校に登校できない児童に対して、オンライン

を活用して未習事項について学習指導を行い、学校再開後の対面授業において、

再度取り扱うことをしなかった事例について取りまとめた資料になります。 

  どこの学校も、この新型コロナウイルスという予期せぬ事態は同じ状況だと思

われます。この資料に書いてある事例は、様々な自治体だったり学校だったりが

試行錯誤しながら、子どもたちの感染リスクを抑えることと、そして、安全に学

習できる体制をつくっている事例だと思います。 

  本町でも、まだまだ対応策はあると思います。例えば家でのオンライン授業と

重ね、教育長が午前中答弁でもありましたように、寺子屋方式を今段階ですぐ最

悪となった場合のケースのために、迅速な対応をしていただくなども１つの例と
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して挙げられると思われます。この体制づくりというのはいつ頃できるのか、教

育長にお聞きかせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  午前中、寺子屋方式というお話をしましたけども、子ど

もたちの取り巻く環境というのは、都会のようにどの家にもインターネット環境

が整っていると、そういう状況ではありません。いろんな考え方、それから環境

の方がいらっしゃいます。入れたいけども入れることができない。それから、う

ちの子どもにはそういうものはふさわしくない、いろんな考え方があるわけです。 

  ですけども、本町としては、やはりそこら辺のところをなるべく早めに整備し

てまいりたいということで、今は学校のほうは環境は整いました。ハードのほう

がです。寺子屋方式と申しますのは、先般も出ておりましたけども、要は各地区

の公民館のＷｉ－Ｆｉ環境の話が出ておりました。図書館であってもＷｉ－Ｆｉ

は整えております。そういうようなことで、今現在は地区に集めるか、どんなか

というのはまだ未定ですけども、そういうような方向で旧小学校区単位で集まっ

て、寺子屋方式での授業ができるよという環境は整えているということでありま

す。 

  寺子屋方式がいいのか、どんなかという部分のまだ試行中みたいなところがあ

りますので、それを各小学校、中学校で寺子屋方式を今、やっているところなの

で、いろんな問題点があろうかと思います。そこら辺も克服した上で取り入れて

いきたいなと思っています。 

  それから、そういうような経済的だとか、考え方だとかで入れておられない、

入れることができない、そういうようなご家庭にはポケットＷｉ－Ｆｉというも

のもありますので、各家にルーターが整備できていないおうちの子どもさんは、

そういうようなことも今後町として考えていかないけんなと、そういうふうに考

えております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  しっかり、そちらの対応をお願いしたいと思っております。

先ほど答弁でもありましたように、家庭事情は確かにあると思います。しかし、

先ほど私が言いましたように、やはりほかの自治体だったり、学校等もこの新型

コロナウイルス感染というのは同じ条件で運営されていますので、この資料等も

そうですし、参考にできるところは参考にしていただき、私たちもしっかり協力
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はいたしますので、智頭町は安全に子どもたちが学習できる環境づくりに取り組

んでいただきたいと思っております。 

  そして、今現在子どもたちはタブレットを使って学習していると思われます。

午前中の答弁で、タブレットを持ち帰っての実証実験を行おうとしているとあり

ました。オンライン授業等をすることになれば、持ち帰ることもあると思われま

すが、故障したときの対応はどのように考えているのか、お聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  故意の故障は認めるわけにはいきませんけども、持ち帰

る道中で落としたりとか、いろんなことが想定できます。やむを得ない不可抗力

であれば、これは行政が見るべきかなとは思っておりますけども、やはりそれの

保護ですね。持ち運ぶに当たってのケース、そういうようなものも整備していか

なきゃいけませんし、子どもたちにはやはり高価なものだ、大切なものだ、大切

な文房具だということを意識づける、それも大事なことだなと思っております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  やはり家族が安心して子どもたちに使用していただけるよ

う、手厚く対応をお願いしたいのと、故障にならないように対応策をとらなけれ

ばならないと考えます。先ほど教育長の答弁でもありました。ケースを整備する

ことも１つの手だということであります。私は、それも本当でいいと思います。

壊れるのが怖いから、タブレットにケースをしてほしいと町民の声がありました。 

  この議場の中でも、スマートフォンを使用の方でケースをつけている方のほう

が多いと思われます。多くの方がケースをしていることを考えると、やはりケー

スは故障対策として、とても重要だということだと思われます。実は、私はケー

スをしておりません。なので、落としてしまい画面が割れております。大人でも

気をつけて使用しても、予期せぬことで壊れたりするということです。 

  なので保護者、そして子どもたちが安全安心に使用していただくために、ケー

スの整備を強くお願いしたいと思います。そして、子どもたちが安心安全に学習

できる環境をつくるのは、我々大人だと思われますし、町民の声等もありました

のでよろしくお願いいたします。 

  そして、現在検討中ではあると思われますが、スクールバス導入の具体的な構

想についてお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 
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○教育長（長石彰祐）  スクールバスの導入の具体的な構想ということで、ご質

問がありました。スクールバスの導入については、本町では令和４年、来年の１

０月を目途に、地域公共交通計画による共助交通の導入が計画されております。

これに伴い、すぎっ子バスの在り方が見直されることから、当然スクールバスの

導入の是非も含めて検討することとなると思います。 

  しかし、現在のところ、具体的な構想をお示しするまでには至っていないとい

うことであります。スクールバスを導入すれば、どういうような問題点があるの

か、そういうようなところについては、当然検討しておるところですけども、こ

うだという方針が今、お示しすることができないので、この共助交通の在り方と

併せて考えていきたいと思っています。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  共助交通の構築が終わってからとはなると思われますが、

新型コロナウイルス感染リスクとして、バスの感染リスクも上げられると思われ

ます。現在、バス通学の学生割合は全校生徒の約６割だそうです。感染リスク観

点から見てもスクールバス化になれば、分散登校等ができ、感染対策等も強化で

きるのではと思っております。 

  そして、学校の働き方改革の１つとしても、スクールバス化はメリットが出て

くるものだと考えております。今現在、智頭小学校のすぎっ子バス、遅い地域で

４時４０分だそうです。しかし、先生方の勤務時間は４時４５分です。生徒を送

り出してから明日の準備を行うと、確実に時間外になっているのが現状です。ス

クールバスにすることで時間に余裕ができ、働きやすい環境が整い、子どもたち

によりよい授業ができるのではないでしょうか。先輩議員の内容でもあった教職

員の負担軽減にもなると思います。 

  感染対策及び働き方改革の観点から、早い計画を望まれると思われますが、私

が思うに、そのスクールバスは特定地域づくり協同組合と関連づけてすることで、

町内の雇用拡大にもつながると思われますが、教育長その辺どう思われるかお聞

かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  まず、コロナの関係でスクールバスを導入すると、そう

いうようないろんなリスクを伴うということは理解しています。ですけども、す

ぎっ子バスで保育園、小学校、中学校は通っておるわけですが、比較的短時間で
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移動ができるので、そこのリスクはそんなに高くはないということを感じていま

すし、それから、今のすぎっ子バスは窓を開けて運転していますので、これから

冬に向かえばちょっと寒くはなるんですけども、そういう換気の部分も十分取り

組んでいただいております。 

  先ほど、議員のお話しのあった協同組合による運行というようなことですけど

も、いろんなことが考えられるわけです。ですけども、やはり委託業者の選定で

あったり、運転手の確保であったり、なかなか難しい部分、これから課題があり

ます。それからバスの購入費であったり、それから委託料の問題、そういうよう

なこと、課題はたくさんありますので、先進事例を参考にしながらスピーディー

に取り組んでいきたいなと思っております。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員に申し上げます。少し申告とずれておる部分がご

ざいますので、修正をして質問を続けてください。 

  谷口翔馬議員。 

○７番（谷口翔馬）  その感染リスク観点から見ても、働き方改革から見ても、

やはりスクールバスというのはメリットが出てくると思われるので、そして、ス

クールバス事業は交付税措置される項目でもあったと思われますので、先ほども

言いましたが、とにかく早い計画を行い、共助交通が始動したらすぐにでもでき

る体制をつくることを願い、次の質問に入らせていただきます。 

  令和４年度本町のコミュニティースクールの取組について、教育長はどのよう

な思いで行っていきたいのか、所感をお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  昨年９月の定例議会でも若干お答えをしておりますが、

コミュニティースクールとは、鳥取県が令和４年度を目途に推進しております学

校運営協議会制度であります。目指したい子どもの姿を学校と地域が共有し、地

域の人材、資源、歴史や経験を教育力として学校づくりに生かす、そういう仕組

みであります。 

  智頭小学校においては、小学校統合から９年目を迎えます。かねてから学校は

地域の核であり、学校も地域も次の時代を担う子どもたちの育成に努めてまいり

ます。しかし、近年は学校は学校で目指す子ども像や教育目標を描く。また、地

域は地域で過疎化や少子高齢化などの地域課題に立ち向かう中で、独自の地域づ
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くり、人づくりを進めており、お互いの課題や目標が共有されないまま進んでい

るような部分も感じております。学校は地域に開かれているのか、子どもたちが

どのような課題を抱えているのか、子どもたちの学びは学校だけに任せておけば

いいのか、地域の中で子どもたちがどのような姿を見せているのか、子どもたち

の居場所はあるのかなど、学校と地域の人々が共に当事者意識を持ち、実態を共

有するとともに、相互理解や信頼を深めることが重要であると思います。 

  現在も登下校であったり、図書の読み聞かせのボランティアなど、地域の皆さ

んがたくさん学校に出入りしていただいているおかげで、学校教育が成り立って

おりますけども、これからさらに地域との連携・共同が必要であると考えます。 

  そこで本町では、令和４年を目途に県と一緒ですけども、コミュニティースク

ールの導入を検討をしております。子どもたちは地域の宝であります。地域から

学び、地域の方々から教わることで、ふるさとを愛する心や豊かな人間性、これ

からの時代を生き抜く力を育むことにつながると考えます。 

  また、子どもたちは地域に活力を与えるばかりでなく、この町やこの地域を担

ってくれる大事な人材であります。地域でジゲの子を守り、支え、育てることが

次世代のまちづくりには大切だと考えます。地域とともにある学校づくり、それ

から、学校を核とした地域づくり、こういうことをより一層進めてまいりたい、

このように考えております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  先ほど、教育長の答弁でもありました。智頭町の宝は子ど

もたち、その子どもたちに智頭町を知ってもらう、好きになってもらうことや、

子どもや学校が抱える課題の解決や、未来を担う子どもたちの豊かな成長のため

には、社会総がかりによる教育の実現が必要不可欠だと感じます。そのためにも、

幅広い年代の方で協議等が必要だと思われますが、教育長、協議会の人事等はど

のように行っているのか、お聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  協議会の人事はこれからになりますけども、智頭町では

保育園、小学校、中学校が１園１校ずつであります。これをひとまとめに協議会

をつくるのか、それぞれ各学校に１つずつつくるのか、どういうことがいいのか

という部分は熟議を重ねる必要があろうかと思います。 

  ですけども、やはり目指す子ども像は同一方向を向いておらんと、保育園はこ
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っち、小学校はこっち、中学校はこっちみたいなことでは困りますので、そこら

辺のところは同一方向で、同一歩調で進めたいなと思っております。協議会の中

身については、これからということになります。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  コミュニティースクールのいいところは、教室だけでは学

べない、教員だけでは学べない、より豊かで深い学びを地域の皆様と一緒に子ど

もたちに共有でき、智頭町をぜひとも今よりもっと好きになってもらいたいと思

っております。令和４年度もあっという間にきてまいります。しっかり協議の時

間がとれるよう、早急に協議会を開いていただいて、幅広い年代層の知恵を振り

絞り、智頭町らしいコミュニティースクールにしてほしいと要望し、次の質問に

入らせていただきます。 

  通告書のほうでは町長の所管を問うとしておりましたが、総合グラウンドのト

イレについて質問させていただきますので、教育長にお聞きいたします。町民の

方から、総合グラウンドにスポーツ観戦に来られた高齢者の方が、多目的トイレ

がなくて困られたということが多数あるとお聞きしましたが、本町として総合グ

ラウンドに多目的トイレをつくる考えはないか、教育長の考えをお聞きかせ願い

ます。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  公共施設における多目的トイレの整備状況につきまして

は、近年新築だとか、改修だとか行っている施設につきましては、ほぼ完備をし

ております。しかし、古い一部の施設ではまだ未整備の施設もございます。谷口

議員が言われます総合運動場の多目的トイレですけども、現在は野球、テニスコ

ートの利用がない場合は防犯上トイレも施錠して、利用者があるときのみ鍵を渡

して、トイレを開放しているのが現状であります。 

  総合運動場のトイレは、昭和６２年に整備したかなり古い施設で、トイレも和

式便器のみでございます。少年野球に応援に来られていた方が多目的トイレがな

いので困られたということで、大変ご迷惑をおかけしていると反省をしておりま

すけども、今後も障がい者や高齢者、子ども連れや介護を要する人など、いろん

な立場の方々がいらっしゃいます。こういう方々の利用も想定しながら利用状況

に鑑み、順次公共施設のバリアフリー化を進めてまいりたい、このように考えま

す。 
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○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  とても前向きな回答をいただいたと思っております。やは

り、公共施設ですし、野球やテニスなどのスポーツを行う上で、高齢者の方が孫

の応援などたくさん来ている状況ですし、実情として困られた方がおられますの

で、トイレの改善見直しをぜひとも行っていただくことを願い、一般質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（谷口雅人）  以上で、谷口翔馬議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で２時３５分。 

休 憩 午後 ２時２９分 

再 開 午後 ２時３５分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、藤田浩祐議員の質問を許します。 

  ４番、藤田浩祐議員。 

○４番（藤田浩祐）  議長のお許しが出たので、通告の質問をさせていただきま

す。 

  まず、先の選挙において皆様に応援していただき、当選をすることができ、こ

の場に立たせていただいております。住民の皆様の声を聞き、活動させていただ

きたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

  まず、私の質問は、県立智頭農林高校の活性化と存続についてです。本校は県

が支援するんだということを十分に理解した上での質問になります。 

  以下は、質問席にて質問させていただきます。 

○議長（谷口雅人）  藤田議員、具体的に何を聞きたいかということを。 

○４番（藤田浩祐）  失礼しました。智頭農林高校は県立高校ではありますが、

その存在は本町の中山間地の今後に、非常に影響を与えるものだと思っておりま

す。県立智頭農林高校の活性化と存続、本校は県が支援するんだということを十

分に理解した上での質問になります。 

  まず、２年前Ｕターンでこの町に帰ってきたとき、最初に目にしたものが「智

頭町は智頭農林高校を応援します。智頭町の将来は君たちの双肩に、頑張れ智頭

高校」と書いてある役場玄関前の看板でした。町の農林高校への強い熱意を感じ

たものでした。私は、農林高校の活性化がこの町ににぎわいと活力を与え、基幹
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産業への雇用、移住定住化の可能性を秘めていると強く考えているものです。 

  そして現在、生徒減少下にある本校の存続は、この町の将来に非常に影響を与

えるものと考えております。そこで、町長の智頭農林高校への思いとご所見を聞

かせてください。 

  あとは、質問席にて質問させていただきます。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  それでは、藤田議員の質問にお答えします。 

  県内の中山間地域の小規模高校存続の条件、これはいろいろあると思います。

まず、智頭農林高校の現状というものを説明したいと思います。平成３１年度は、

定員８０名に対し５３名の入学で存続条件である３分の２、これをぎりぎり満た

しませんでした。これを受け、これまで１学年３学科３学級８０人の募集を、令

和２年度からは、きめ細やかな教育を目的に学級数と学科数はそのままで、定員

６８名に減員しております。 

  令和２年度は６８名に対し、３０名の入学で４４．１％となったために、この

時点で存続条件を満たしておらず、かなり厳しい状況となっておりました。県教

委での議論の中で、既に６８名の定員にした段階で２学級程度の小規模化になっ

ていることから、学級数は減らさず学科編成も含めた検討を継続して行っていく

ことになりました。 

  令和３年度においては、入学者が半数を超えていなければ、分校や再編を含め

た検討を始めることになる、この可能性がありましたが、結果３６名の入学者と

なり半数をクリアしている状況となったことから、現在も１学年３学科３学級、

これを維持しているところであります。 

  河村議員の質問にも答弁させていただきましたが、現在の県教委が中心となっ

て町民、学校関係者、県及び町の関係者による魅力化推進チームで、将来ビジョ

ンの作成を目指しております。このビジョン作成を受けて、存続を目指した支援

を検討していきたいというふうに思います。 

  ただ、議員ご質問の中でもありましたが、智頭農林高校が智頭という中で歴史

のある高校であります。先日８０周年記念という行事も行いました。そういう歴

史のある学校をこういうことでなくしてはいけない。できる限り存続をしていこ

う、そういったいろんな思いの中で、数年前から町は農林高校を応援するんだと

いうことを意志表明し、いろんな手当をしてきました。 
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  そういった中で、百人委員会での活動、いろんなものが出てきております。そ

れから、農林の子どもたちは今やっている麒麟獅子舞、これも１市６町で組織し

ています麒麟のまちの中での演技なんかもしております。いろんなところで智頭

農林という名前を売って、少しでも存続に向けた行動といいますか、そういった

ものをこれからもやっていきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  藤田議員。 

○４番（藤田浩祐）  町長のお言葉をお聞きしました。まさに通告に入っている

ことを全てお話をしていただきました。ありがとうございます。そして、今、ス

クールコミュニケーション的なものの推進はなされていると十分に思います。た

だ今後、この智頭農林高校をよりといいますか、いかに生徒を増やしていくか。

いろんな施策がされております。 

  今、はやりといいますか、旬な、実は地域みらい留学という高校進学というも

のがございます。これは、地域創生化の一翼を担ったという隠岐の島前高校、そ

して鳥取県内では日野高校、日野高校にいたっては２０１９年が２４名の入学者

数、２０年は２７名、そして本年度２１年が１．６倍の倍率になったと。倉吉農

業につきましては、留学生が１６人増えた。そして、青谷高校は留学生のために

民泊及び空き家を今探している最中だというような、非常に効果的なこの地域み

らい留学、オンラインで学校合同会を説明するものでございます。非常にこれは

ネットとしかもラジオ、これを連携しました。つまりメディアミックスをされた

非常に優秀な、そして、成功性の高いものだと思っております。 

  こういった非常に実績のあるものへの町、推奨、そして共同して智頭農林高校

に勧めるようなことを考えていらっしゃるかどうか、お聞かせください。申し訳

ございません、通告には入ってございません。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういったいろんな考え方もあるとは思います。県下の話

しでなく一番有名なパターンでいきますと、広島の世羅高校なんかそれなんだと

思います。世羅高校は農業高校です。ただ、そこで町と一緒になって「駅伝のま

ち世羅町」というようなキャッチフレーズの中でやっているということでありま

す。これが、長い歴史の中でそれができていったんだろうと思います。 

  ですので、鶏か卵かというような理論にもなってくるんですけども、いろんな
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思いの中で、そういった話はこれまでも出てきました。出てきましたけども宿舎

を建てなきゃ駄目なんだろう、じゃあ宿舎をどこに建てるだいやと、じゃあ宿舎

をつくったけど来るものがおるんかいや、結局はその堂々巡りになった覚えがあ

ります。 

  ですので、どこかの段階でそういうシステムづくりをつくる。現在、今横浜の

子が１人農林高校に来ております。ですので、それが１人が３人になり、３人が

５人になり１０人になるという流れが出てくれば、町としてもそれなりに何がで

きるかということを考えながら、バックアップができていくんではないかと思い

ます。 

  ただ、冒頭議員も言われたように、県立高校ですので、町が前をかいてあれや

これやということまでは、なかなかできかねる状況にありますので、できれば先

ほども言いました１つの中でのビジョン作成をつくる。そういった会議の中で、

そういった前向きな話題が出てくれば、何年か計画かでそういったことになるの

ではないかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  藤田議員。 

○４番（藤田浩祐）  入学者を増やす、このような施策の検討を町としてもやっ

てらっしゃるということを確認できました。そして、この午前中先輩議員がお話

しになりましたが、地域に密着した学科の必要性があるという部分を４番に記さ

せていただいております。看護、介護士の育成を目的とした学科の設立、変更的

なものをどのように考えていらっしゃるか、再度お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  看護の関係については、たまたまぎりぎり議員になられる

前にさる議員が質問されました。そういった中で、農林の子どもたち実地研修に

来る用意はあるけども、来る子どもたちがいなかったという現状があります。で

すので、なかなかその分野については明るい未来でないのかなと思います。これ

から出てくるかもしれません。ただ、入学者を増やすというのは、やはり農林高

校自体が魅力あるんだよという思いを、中学生の子どもたちに思わせなきゃいけ

ませんし、その中学生の子どもたちの保護者にも、そういう思いを持ってもらわ

なきゃいけないのかなと思います。 

  ですので、農林高校を卒業すれば森林組合に確実に何人かいくんだよとか、そ

れからサングリーンに何人かいけるんだよとか、それから、智頭の子でなかった
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ら八頭の森林組合にもいけるんだよと、そういう就職率が高いんだよと言えるよ

うな学校にならざるを得んというか、なるべきなんだというふうに思います。 

  やはり、そういった思いの中で、たまたま今林業のことを言いましたけども、

そのほかの農業のことに関しても、生活のことに関してもみんな一緒なんだと思

うんです。ただ単に高校に行って卒業すればええわいというような状況になって

いるんなら、やはり魅力ある学校とは言えないわけです。 

  ですので、どうしたら魅力ある学校になるのかということを、やはり考えて、

そのためには何をするべきかということを考えていかなければ、ただ単に入学す

る者を増やすということの短兵急な理論にはならないんではないかなというふう

に思います。 

○議長（谷口雅人）  藤田議員。 

○４番（藤田浩祐）  確かに、町長のおっしゃるように抜本的な基礎となる、い

わゆる魅力づくりを学校内でつくらなければならないということをよく理解でき

ました。ただ、非常に今ちょっとお話ししました地域みらい学級、これが非常に

余りにも成功例が高いものなので、資料を添付してこなかったんですけども、こ

れは一度各課長なりにお話を差し上げたいというような気持ちがいっぱいでござ

います。そして、それを智頭農林自体に既に動いてらっしゃるような気もします。

県のほうに要望を出していらっしゃる可能性もあります。それほど非常に魅力的

なものだと思っています、生徒募集に関してです。一度そのようなチャンスを与

えていただけたらというふうに思っております。 

  以上で、質問を終わらせていただきます。 

○議長（谷口雅人）  答弁求めますか。 

○４番（藤田浩祐）  求めません。 

○議長（谷口雅人）  以上で、藤田浩祐議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で３時ちょうど。 

休 憩 午後 ２時５０分 

再 開 午後 ３時００分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、仲井茎議員の質問を許します。 

  １番、仲井茎議員。 
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○１番（仲井茎）  本日、最後の質問になります。長時間の傍聴ありがとうござ

います。では、初めて質問をさせていただきます。 

  議員報酬増額の問題の件で感じた、町民と議会の間にある溝を埋め、町民に寄

り添った議会にしたいという思いで、この場に立たせていただいております。こ

のような対立を感じたのは、実は報酬の問題だけではありませんでした。対立が

起こるということは、それだけ強い思いがおのおのにあるという表れでもあるの

で、一概に悪いことだとは私は思っておりません。 

  ただ、現在世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルスの感染拡大や、温

暖化による気候変動、そして、これから確実にやってくる少子高齢化問題など、

乗り越えていかないといけない問題が山積しています。今、対立している場合で

はなく、問題意識を共有し、町全体で乗り越えていくことが持続可能な地域づく

りにつながるのではないかと、私は考えています。そのような観点から、本日は

町としての考えを確認させていただくための質問を、主にさせていただきたいと

思います。 

  それでは、議長の許可を得ましたので、通告に従って順次質問をさせていただ

きます。 

  まず、１つ目の新型コロナウイルス感染対策については、同僚の議員から同様

の質問がありましたので、重複してないものについてのみ質問させていただきま

す。 

  まずは、感染者数の情報公開についてお聞きします。鳥取県においては、市町

村別による感染者数の公表がされておりません。隣の島根県や岡山県では公開さ

れております。県が発信している情報では、東部、中部、西部の３か所のみの感

染者数となっており、東部においては鳥取市、岩美町、八頭郡の各町と多岐にわ

たります。 

  本町においては、感染者が過去にいたのか、現在いるのかいないのか、町民か

らすると知るすべがありません。情報が出されないことによって様々な憶測が飛

び交い、誤った情報が流れてしまうおそれがあるのではないでしょうか。 

  そこで、２点お聞きします。本町には、どのような形で感染者の情報が入って

くるのか。そして、今後町民に対して前向きに感染者数を発信していくお考えが

あるのか、お答えください。 

  以下は、質問席にて行います。 
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○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  仲井議員の質問にお答えします。 

  県内の新型コロナ検査の陽性者の状況と属性につきましては、鳥取県のホーム

ページ及び鳥取市のホームページで公開されておりまして、それ以上の情報は本

町には入っておりません。入ってきません。 

  言われるとおり、不確かな情報やうわさ、こういったことに不安になる方もあ

るかもしれませんけども、感染者や関係先、それからワクチンを接種していない

方に対する心ない言動や誹謗中傷、詮索など、こういった行為は絶対に許される

ものではありません。人権への配慮につきましては、これまでも町のホームペー

ジや広報等でお願いしておるところですが、今後も継続して周知していきたいと、

こういうふうに考えます。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  情報は入っていないとのことでありました。もし可能である

ならば、町民の安全を確保するためにも、ぜひ把握をしてほしいと考えておりま

す。以前に感染者数の公表についてお伺いした際、公表しないことによって感染

が広がることはないという趣旨の回答をいただきましたが、情報を常に公開し、

実際はできないところですけれども、現状を把握している場合と把握していない

場合では、行動様式に微妙な差異が出てきます。 

  感染症に限らず、このような緊急事態の中で一番重要なことは、現状の把握と

認識だと思います。コロナウイルスは変異のスピードも速く、刻々と状況が変化

しています。町民には誹謗中傷は一切許さないという強い態度で、町長には感染

に関しては、いち早い情報の提供をお願いしたいと思います。 

  午前中、大河原議員からも提案がありましたが、週定期的な町長からの発信と

いうのは、町民との信頼を得るために非常に効果のある方法だなと思いました。

ぜひ、検討していただきたいと思いますが、お考えをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  大河原議員のときに言いましたのが、広報係になって私が

やってみればどうかという質問だったので、私がやることで接種の方が増えたり

するならば、どんどんやらしてもらいますというお答えをさせていただきました。

ただ、仲井議員の言われたような情報提供というのが、入ってこない情報は提供

できるはずもないので、あるものについては順次やっていきたいと思います。 
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  ただ、接種率８２％を超えております。先ほどずっと言っております。ただ、

１０代、２０代、３０代の方々が７０％いっていない状況の中で、この若い人た

ちをどういうふうに接種率を上げていくか、これが問題であるならば私は声をか

ける、放送をしていくことで６０％が７０％になり、７０％が７５％になるなら

ば、どんどんそのことをやっていきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  町長が町民に対して発信をしていくということは、町民と町

との信頼関係を深まっていく行為だと、私は考えております。コロナ対策でもう

まくいっている国は、町民と国のトップとの信頼関係ができているところが、対

策がうまくいっていると聞いております。ぜひとも一度、町長にはそういった発

信を考えていただきたいと思います。 

  次に、コロナ感染症に対しての質問として、デルタ株に対しての具体的な対策

は午前中お聞きしましたが、もう一つ積極的な検査をしていくというお考えはあ

りませんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  いま一度、仲井議員、質問の趣旨を明確に大きな声でお願

いします。 

○１番（仲井茎）  失礼しました。コロナウイルス感染症対策に対して、デルタ

株に対しての感染症対策は午前中にお伺いしましたが、検査に関してはお話しさ

れていなかったので、積極的な検査をするようなお考えはあるか、お聞きしたい

と思いました。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  積極的なデルタ株という、そのデルタ株に限ってそのＰＣ

Ｒ検査をするものではないと思っています。コロナウイルスの感染症に対して疑

義が生まれたとか、濃厚接触者であるとか、そういったことに関して検査をする

のであって、何でもないのにデルタ株の検査をします、そういったものではない

と、私は理解しています。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  すみません。説明が足りませんでした。介護施設や保育園、

学校、児童クラブなど、子どもと接触する職場では検査をすることによって、よ

り安心な職場環境がつくれるのではないかという意味で、検査のことをお聞きし

ました、失礼いたしました。 
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  次に、４番目の質問に入りたいと思います。ウィズコロナを見据えた、都会か

らの移住定住を促進するような新たな考えはあるかということですが、コロナ禍

が長期化する中、悲観ばかりしていても仕方ありません。本町においては、疎開

のまち智頭町とうたっております。今般ちまたでは、感染リスクの高い都会より、

感染リスクの低い疎開地に目を向ける傾向が広がりを見せております。 

  そこで、危機禍の中ではありますが、逆に関係人口の増加や移住定住の増加に

結びつける、そのような考えはないでしょうか。お答えください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  都市と地方の橋渡しとなっているふるさと回帰支援センタ

ー、ここではコロナウイルス感染症の影響によりまして、令和２年度の相談件数

が２０％以上減少したということが言われています。一方で、電話やメールでの

相談件数が大体２５％ほど増加しているということで、現在ではオンラインでの

相談が多いということになっています。ですので、２０％減、２５％増ですので、

そんなに大差はないんではないかなというふうな気がしております。 

  本町でも、コロナ過では対面式の相談ができない状況が続いておりまして、昨

年度はオンラインでの相談が１２件、今年度は２件実施している状況であります。

オンラインでのやり取りは、今後も増加していくことが予想されていますので、

そのオンラインでの説明会では、移住希望者の方へのきめ細やかな情報提供やオ

ンライン専用窓口の設置など、相談者に対して満足の高い方法を検討していく必

要があると思いますけど、やはりオンラインではなかなか意が通じないという部

分も出てくるんではないかなというところは危惧しているところであります。 

  また、コロナ禍によって新しい生活様式や働き方が定着していく中で、テレワ

ークの拡大は地方にとっても大きなチャンスであります。都市部に住むテレワー

カーの移住ニーズなどを把握しながら、施策を展開していく必要があるというふ

うに考えております。定住については、智頭に住んでよかったと感じてもらえる

ような、これまでの施策を検証しながら継続していくことで、ウィズコロナだけ

ではなく、ウィズコロナ以上にアフターコロナというものも位置づけて取組を実

施したいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  意外と少ないことを知りませんでした。これからテレワーク

のほうは広がっていくと思います。ただ、移住する人たちの中では、実際相談に



－７９－ 

来ても住む家がすぐにないという問題があると思います。ぜひとも住宅問題のほ

うには積極的に取り組んでいただきたいと思います。 

  次に、子どもの学び場についての質問に移らせていただきたいと思います。普

通教育機会確保法が成立したことによって、不登校の児童に対して学校復帰とい

う結果のみを目標にするのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、

社会的に自立することを目指すようになりました。児童生徒によっては不登校の

時期が、休養や自分を見詰め直すなどの積極的な意味をもつことも分かってきて

おります。 

  一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や、社会的自立へのリスクも存在し

ています。そこで、現在の本町における小中学校の不登校児の現状と対策をお答

えください。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  仲井議員の本町における小中学校の不登校の現状につい

てお答えをいたします。 

  私が教育委員会にまいりましたのが平成２３年であります。その当時、小学校

で不登校２名、中学校では１３名の不登校生徒がございました。その翌年には、

小学校の統合をしたところですけども、この小学校の統合に当たって、６つの学

校が１か所によると不登校が増えるんじゃないかと、保護者も皆さんが心配をし

たところですけども、結果的には２４年度は１名という、小学校は１名というこ

とであります。中学校も１１名に減っております。 

  その後、小学校は２５年から２８年までゼロが続いておりました。中学校にお

いても２９、３０年度はゼロとなりました。県の教育委員会のほうも、こういう

ような特異なケースだなということで捉えておりましたけども、今現在、文部科

学省に毎月報告する児童生徒の不登校等に関する調査、月例統計というんですけ

ども、８月末現在で小学校５名、中学校５名の計１０名であります。このうち令

和３年度新規の不登校の児童生徒は小学校２名、中学校３名でございます。 

  不登校児童生徒の実態は、個別多様化が進んでいるために、それぞれのお子さ

んの背景、個人の特性であるとか、家庭背景であるとか、それからいじめが要因

ではないかとか、いろいろとできる限りの把握をし、専門機関を交えた支援会議

を設けて、要因分析と個に応じた対応を進めております。 

  議員の言われる対策というよりも、対応のほうが近いかも分かりませんけども、
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不登校児童生徒の対応としては、学校での相談室等の対応に加え、個に応じた学

びと対人関係能力を高める教育活動を受けられる体制として、八頭郡３町で運営

するやず教育支援センターみどりヶ丘教室を郡内に設置しており、現在３名の児

童と１名の生徒が入級をしております。 

  このほか、学校と連携しながら、総合的にサポート体制が整い、指導要録上も

出席扱いとして認めることができる教育活動に取り組み、鳥取県と本町ほか２市

３町が民間施設として認定している、鳥取市内のフリースクールに生徒１名が通

所しています。 

  一方、いじめや不登校傾向の早期発見、未然予防に向けて学校生活における児

童生徒の意欲や満足感及び学級集団の状態を測定するｈｙｐｅｒ－ＱＵのアンケ

ート、児童生徒の家庭背景も含めた実態をきめ細かく把握するスクリーニングシ

ートを導入するとともに、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、

早期支援コーディネーター、要保護児童対策地域協議会、こういうようなものと

も連携しながら、この不登校対応をしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  それぞれきめ細かい対応がされているということで、安心を

しました。ただ、実際不登校の子を持った親にとって一番困ったことは情報が非

常に少ないということでした。みどりヶ丘の支援センターにしても、実際自分の

例になってしまうんですけれども、話を聞くまで情報が分からなかったと、フリ

ースクールに関しても、こちらが調べて初めて知ったということが多々ありまし

た。積極的な情報発信をこれからお願いしたいと思います。 

  次に、サドベリースクールに関しての質問です。先日、サドベリースクールを

題材にした映画の記事が新聞に記載され、そして動画も配信されておりました。

そこには、役場の方も出演され、智頭町の紹介をしておりました。このような情

報発信によって、対外的に智頭町はサドベリースクールのような学びを推奨して

いるとの印象を与えたのではないかと、私は考えております。 

  そこで、改めてサドベリースクールの位置づけと、このような事態に対して教

育課としての対応をお答えください。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  新田サドベリースクールでありますけども、カリキュラ
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ムはなく子どもの自己決定を大切にするという理念に基づいて、運営されている

民間施設でございます。学校教育法第１条に規定されている学校ではなく、義務

教育を前提としていないために、義務教育段階の児童生徒が通所しても、義務教

育の履行を果たしたとは認められない施設であります。 

  新田サドベリースクールは不登校児童生徒が民間施設において、指導を受けて

いる場合の指導要録上の出欠の取扱い等に関する要綱というものがございますけ

ども、これの出席扱い要件を満たしていないために、認定されたフリースクール

としては、鳥取県も本町も承認できる状況にはございません。 

  令和元年１２月議会の一般質問でも答弁しておりますが、新田サドベリースク

ールに対しては、再三にわたり学校復帰を前提とした認定フリースクール化に向

けた活動となるよう修正を求めてまいりました。しかし、義務教育を前提として

いないし、学習活動時間の確保が明確でない、発達段階に応じて将来について考

える等のキャリア教育、進路指導などの位置づけが不明確であるなど、将来の社

会的自立に向けた支援が見込めない状況にあります。 

  新田サドベリースクールを選択される背景には、いろいろと様々な背景がある

ことは承知しております。学校に行きたくないにはじまり、学校不適応、不登校

などの個別多様であるにもかかわらず、個別のカルテに当たる個別の指導計画も

有しないため、児童生徒への対応が十分とは言えません。 

  サドベリースクールにおいて、児童生徒が本来の学びの権利を享受し、将来的

に自立につながるような読み・書き・計算などの基礎基本に当たる学習活動の時

間を確保することも重要であると、施設に対して指導をしております。 

  教育委員会としては、ｅ－ラーニング教材を利用できるように、自宅でも遡っ

て学習ができるようにＩＤ等も提供して配慮をしております。また、個に対応に

応じるための計画を作成して臨むよう、例示や指導助言を繰り返し行っていると

ころです。 

  入所希望者の保護者に対しても、サドベリーの状況については教育委員会とし

ても説明をしておりますが、サドベリースクールを求めて移住する方の理解を得

るのはなかなか難しい状況にあります。このたびの映画制作を受けて、役場の職

員も映っていたということですけども、たまたま映っておったということで、役

場のほうは説明を求められて上がったら、映像のほうに流れてたというようなこ

とを聞いております。この映画制作を受けて、ますますサドベリーへの移住ニー
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ズが増えるのではないかと、教育委員会は懸念をしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人） 仲井議員。 

○１番（仲井茎）  教育課に対してサドベリースクールへの考え方はよく分かり

ました。私も教育長と同じく、サドベリーの教育を求めて移住してこられる方が

増えるのじゃないかということを危惧しております。移住してきた者がよく感じ

ることなんですが、町が発信する情報と町民との意識の乖離が度々見受けられま

す。このような状況は双方にとって好ましくない結果を招きかねません。教育課

に限らず、対外的に誤解のないような情報の発信をお願いしたいと思っておりま

すが、所見をお述べください。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  先ほども申しました。コロナも関連してくるかも分かり

ませんけども、移住のニーズというのは増えると思っています。そういう上で、

特にこのサドベリーを目的として移住してこられる方には、こういうような状況

ですよ、こういうようなリスクもありますよ、いろいろと問題点ばっかりじゃな

しにいいところもあるわけですけども、そういう部分も加味しながら丁寧な説明

をしてまいりたいと思っております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  すみません。そのような丁寧な対応をお願いして、今後も続

けていっていただきたいと思います。 

  次に、サドベリースクールの児童は不登校ではありませんが、確保法の附帯決

議には、フリースクールなどの学校以外の場において行う多様な学習活動に対し

ては、その負担の軽減のために経済的支援の在り方について検討し、その結果に

基づき必要な財政上の措置を講じることとありますが、その権利を享受できてい

ないのであれば問題であると考えます。その点においての認識をお答えください。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  確保法は、正式には義務教育の段階における普通教育に

相当する教育の機会の確保等に関する法律と申しまして、教育機会確保法といい

ます。私も平成２８年、２０１６年に超党派の議員立法で、この不登校の子ども

に、学校外で多様な学びを提供することを目的とした教育機会確保法が成立、施

行されたことは存じております。 



－８３－ 

  この法律の制定で、従来の学校復帰を大前提としていた不登校対策の転換を期

待する声もありました。しかし、この中では学校以外の場において行う多様で適

切な学習活動、これの重要性も指摘されており、不登校児童生徒の状況に応じた

学習活動が行われることになるよう、必要な情報提供、助言、その他の支援を行

うための措置を講じることとしています。 

  この中で、新田サドベリースクールにおいては、多様で適切な学習活動が果た

して行われているであろうか。ここのところを満たしておれば、当然支援等もつ

いて回るわけですけども、そこのところが不十分であるということで、支援に至

っておりません。国が示す学びの権利をサドベリーでは享受できない、こういう

状況にあると我々は判断しております。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  非常に難しい問題であるとは思いますが、現にサドベリース

クールがあり、そこに通っている子どもたちがおりますので、子どもたちの最善

の利益を考えて、今後も対応を続けていっていただきたいと思います。 

  まだいけますか。 

○議長（谷口雅人）  ３０秒ですね。仲井議員。 

○１番（仲井茎）  すみません、時間になりましたので、防災の点から見た山の

状況というのは、また次回の質問で聞かせていただきたいと思います。 

  最後になりますが、今後も情報公開の在り方、子どもの学び場、山の保全に関

しては質問を掘り下げて質問を続けていきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  以上で、仲井茎議員の質問を終わります。 

  本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

 

散 会 午後 ３時３１分 



－８４－ 
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